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表 紙 絵（日揺ぐ）・利根　彩加（高77回・美40回）
裏表紙絵（旧校舎前庭）・安藤 　　勉（中18回）
表紙題字・佐伯　敏裕（高24回）

100 周年記念行事第１弾　「記念野球大会」

100 周年記念行事第２弾　「星を観る会」

100 周年記念行事第３弾　「美術展（関西展・関東展）」

兵庫県立明石高等学校の公式インスタグラムを始めました。
現役生たちの活躍、学校の日々の様子が見ていただけます。
←こちらのQRコードを読み取ってください。
フォローよろしくお願いします。
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自彊会会長
草　川　雄　二

（高 11 回）

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
、
ご
健
勝
に

て
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
何
か
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
３

年
前
に
学
校
・
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
育
振
興
会
に
よ
っ

て
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

に
明
石
市
立
明
石
中
学
校
と
し
て
開
校
し
た
明
高
は
、

昨
年
、
目
出
度
く
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
午
前
、
校
内
に
お
い
て　

①
明
中
祠
に
こ

の
10
年
間
で
亡
く
な
ら
れ
た
同
窓
生
の
ご
芳
名
を
合
祀　

②
記
念
庭
園
の
開
園
式　

③
１
０
０
周
年
記
念
碑
除
幕

式　

④
東
経
１
３
５
度
測
量
台
の
除
幕
式
等
挙
行
し
ま

し
た
。
同
日
午
後
１
時
よ
り
明
石
市
民
会
館
に
お
い
て
、

記
念
式
典
・
記
念
講
演
（
古
田
敦
也
氏
）・
記
念
音
楽

祭
が
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
赤
江
珠
緒
氏
（
高
45
回
）

の
司
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、会
場
を
舞
子
ヴ
ィ

ラ
に
移
し
、
２
６
０
名
参
加
の
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
祝
辞
、鏡
開
き
、卒
業
生
の
ダ
ン
ス
披
露
、

音
楽
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
演
奏
と
時
が
進
む
に
つ
れ
、
会
場

は
談
笑
と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
沢
山
の
方
々
か
ら

お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
、「
や
っ
ぱ
り
明
高
や
な
！
」
の

声
に
誇
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

新
資
料
館
建
設
以
外
の
記
念
事
業
を
終
え
た
今
、
無

事
に
盛
大
な
事
業
・
行
事
が
行
え
た
の
も
一
重
に
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
記
念
事
業
募
金
の
賜
物
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
目
標
額
に
届
く
か
ど
う
か
心

配
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
目
標
額
を
大
き
く
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
母
校
を
思
う
気
持
ち
、

同
窓
会
支
援
の
お
気
持
ち
に
只
々
感
謝
し
か
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

明
高
は
「
１
０
０
年
を
越
え
て　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ　

ま
っ
す
ぐ
に
‼
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
進
化
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
求
科
の
新
設
、
ま
た
来

年
度
か
ら
は
普
通
科
・
美
術
科
の
単
位
制
移
行
と
、
ま

さ
に
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
み
ま
す
。
同
窓
会
の
目
的

は
、「
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
支
援
」
と
会
則
に
も
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
母
校
を
し
っ
か
り
応
援
し
て
参
り

ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
去
る
令
和
５
年
６
月
24
日
深

夜
、
今
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
現
職
の
和
田
同
窓
会
会

長
が
不
慮
の
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
（
合

掌
）。
急
遽
、
総
会
に
お
い
て
老
い
ぼ
れ
の
小
生
に
会
長

の
指
名
が
あ
り
、
お
受
け
致
し
ま
し
た
事
を
ご
報
告
致

し
ま
す
。

も　

く　

じ

会
長
あ
い
さ
つ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

第
26
代
校
長
あ
い
さ
つ

総
会
懇
親
会
案
内　

…
…
…
…
…
…
…
２

次
の
１
０
０
年
へ

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す
‼　

……
３

創
立
１
０
０
周
年
報
告
…
…
…
…
…
４
～
７

同
窓
会
風
景　

…
…
…
…
…
…
…
８
～
13

支
部
だ
よ
り
（
美
術
科
）　

……
…
…
…
14

支
部
だ
よ
り
（
東
京
）……
…
…
…
…
…
15

人
事
異
動　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

進
路
関
係　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

部
活
動
今
昔
物
語　

…
…
…
…
…
18
～
19

部
活
紹
介　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

同
窓
会
役
員
・
事
務
局
よ
り　

…
…
…
21

決
算
報
告
・
事
業
報
告　

…
…
…
…
…
22

松
本
元
会
長
追
悼
文　

お
悔
み

編
集
後
記　

…
…
…
…
…
…
…
…
23
～
24

新たなステージへ　新たなステージへ　
「さァ～前進しよう！」「さァ～前進しよう！」
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２
０
２
４
年
度
総
会
の
ご
案
内

 

コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
有
意
義
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
存

じ
ま
す
。
な
お
、
総
会
の
み
の
参
加
は
、
会
費

不
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

期
日　

２
０
２
４
年
７
月
20
日
（
土
）

　

場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
（
２
階
）

　

受
付　

午
前
11
時
30
分
～

　

開
始　

正
午
～

　

次
第　

①　

会
長
挨
拶

　
　
　
　

②　

議
案
審
議

　
　
　
　

③　

質
疑
応
答

　
　
　
　

④　

そ
の
他

２
０
２
４
年
度
懇
親
会
の
ご
案
内

　

総
会
に
引
き
続
き
、
同
窓
会
懇
親
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
は
、
約
６

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
今
後
も
継
続
で
き
れ
ば
と
役
員
一
同

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

期
日　

２
０
２
４
年
７
月
20
日
（
土
）

　

場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
（
２
階
）

　

受
付　

午
前
11
時
30
分
～

　

開
始　

午
前
12
時
30
分
～
（
２
時
間
）

　

次
第　

①　

校
長
挨
拶

　
　
　
　

②　

乾
杯
・
歓
談
・
楽
し
い
催
し

　
　
　
　

③　

校
歌
斉
唱

　

会
費　
　
　

６
０
０
０
円

申
込
方
法　

同
封
の
年
会
費
の
ゆ
う
ち
ょ
振

込
用
紙
で
７
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
会
費

の
事
前
振
込
を
お
願
い
ま
す
。
そ
の
際
、

電
話
番
号
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
コ

ン
ビ
ニ
の
振
込
用
紙
は
、
懇
親
会
の
振
込
に

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究

科
（
普
通
科
単
位
制
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

全
国
に
先
駆
け
た
、
本
県
で
も
４
校
（
豊
岡
、

篠
山
鳳
鳴
、
姫
路
飾
西
）
に
限
ら
れ
た
新
し
い

分
野
で
の
学
び
へ
の
挑
戦
は
、
初
年
度
の
入
試

倍
率
１
・
25
倍
と
大
き
な
期
待
と
注
目
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
新
入
生
や
保
護
者
の
新
学
科
に
対

す
る
夢
や
希
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
そ

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
本
校
Ｏ
Ｂ
が
密
接
に
関

係
す
る
企
業
等
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
実
社
会
で
の
問
題
発
見
や
解
決
に

い
か
し
て
い
く
た
め
の
教
科
等
横
断
的
な
学
び

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

加
え
て
、
文
部
科
学
省
の
「
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」
に
採
択
さ
れ
、
校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
施
設

設
備
を
充
実
し
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
も
注
力

す
る
ほ
か
、
県
の
「
英
語
力
向
上
の
た
め
の
研

究
と
実
践
事
業
」
に
取
り
組
み
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
効
果
的
な
英
語
学
習
を
支
援
、
さ
ら
に
は
、

理
科
教
材
の
充
実
の
た
め
の
「
理
科
教
育
振
興

費
」
が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
本

校
生
徒
の
更
な
る
学
び
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
１
０
１
年
目
」
の
第
一
歩
を
歩
み
出
し
た
今

年
度
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
普
通
科
・
美
術
科

と
も
に
単
位
制
へ
と
移
行
す
る
大
き
な
転
換
期

に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
本
校
の「
黎
明
期
」で
す
。

今
年
の
第
一
歩
は
、
今
後
の
本
校
の
明
暗
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
覚
悟
を
も
っ
て
微
力

な
が
ら
全
力
で
学
校
経
営
に
取
り
組
む
決
意
で

す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

第
一
歩

　

自
彊
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
初
に
、
令
和
５
年
９
月
30
日
に
明
石
市
立

明
石
市
民
会
館
に
お
い
て
、
兵
庫
県
知
事 

斎
藤

元
彦 

様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
、
盛
大
か
つ
大
変
意
義
深
く
「
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
で
き
ま
し
た
こ
と
、

あ
わ
せ
ま
し
て
数
々
の
周
年
記
念
行
事
に
対
し

て
、
全
国
の
自
彊
会
の
皆
様
よ
り
温
か
い
ご
支

援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
校
に
着
任
以
来
、
常
に
会
員
の
皆
様
が
温

か
い
眼
差
し
を
も
っ
て
本
校
教
職
員
、
在
校
生

を
お
支
え
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
創
設
時

よ
り
今
に
受
け
継
が
れ
る
明
中
・
明
高
の
精
神

「
大
家
族
主
義
」
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、
伝

統
校
と
し
て
の
重
責
を
機
会
あ
る
毎
に
痛
切
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の

１
０
０
周
年
と
い
う
歴
史
的
な
節
目
に
縁
あ
っ

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
喜
び
と
誇

り
を
全
教
職
員
と
と
も
に
共
有
し
、
心
を
一
つ

に
し
て
新
た
な
本
校
の
教
育
活
動
に
邁
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

ひ
と
と
き

　
『
自
彊
会
だ
よ
り
』
が
届
く
の
は
初
夏
に
な
る

の
だ
が
原
稿
を
書
き
始
め
る
頃
、
各
地
か
ら
桜
の

花
の
満
開
の
便
り
が
届
く
。
日
本
中
、
桜
の
花
が

山
々
や
川
の
土
手
、
田
ん
ぼ
の
畦
道
を
白
色
や
う

す
紅
色
に
染
め
て
美
し
い
。

　
「
さ
く
ら
」
の
語
源
の
一
つ
に
農
耕
の
神
様
を

意
味
す
る
「
さ
」
と
い
う
言
葉
に
、
神
様
の
居
場

所
を
意
味
す
る
「
御
座
（
み
く
ら
）」
の
「
く
ら
」

が
合
わ
さ
っ
て
「
さ
く
ら
」
に
な
っ
た
と
い
う
説

が
あ
る
。
農
民
の
お
花
見
は
稲
作
と
深
い
関
係
が

あ
っ
た
の
だ
な
あ
と
思
う
。
ま
た
、
花
こ
と
ば
は

「
高
潔
」「
優
れ
た
美
人
」
だ
そ
う
だ
。
桜
の
花
を

眺
め
て
い
る
と
、
豊
作
を
願
う
花
見
も
高
貴
な
花

だ
と
愛
で
る
心
も
う
な
ず
い
て
し
ま
う
。

　

さ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
創
立
百
周
年
記
念
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
資
料
館

の
南
の
庭
作
り
が
あ
る
。
お
弁
当
を
頂
い
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
集
会
を
開
い
た
り
回
遊
し
た
り
と

楽
し
め
る
広
場
が
で
き
た
。
そ
の
ま
わ
り
に
植
樹

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
や
は
り
こ
こ
は
桜
が
一

番
だ
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。
も
と
も
と
大
き
な

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
中
心
に
、
河

津
ザ
ク
ラ
、
啓
翁
ザ
ク
ラ
、
枝
垂
れ
ザ
ク
ラ
、
オ

カ
メ
ザ
ク
ラ
、
陽
光
ザ
ク
ラ
、
暖
地
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

ジ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
な
ど
が
植
樹
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
百
年
も
楠
や
銀
杏
な
ど
沢
山
の

樹
々
と
共
に
育
ち
、
見
守
ら
れ
て
き
た
明
高
。
こ

れ
か
ら
の
百
年
も
ま
た
、
桜
の
木
々
を
加
え
て
大

き
く
育
ち
見
守
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

植
樹
を
終
え
た
暖
か
い
日
に
、
記
念
茶
会
が
こ

の
庭
で
開
か
れ
、
穏
や
か
な
時
を
過
ご
し
た
そ
う

だ
。

（
幸
）

第 26 代校長

北　中　睦　雄
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両手でスティーム探究科の「S」を示す１期生　進路希望実現に向けスタート‼

－「 STEAM 探究科 」がスタートしました！－

　令和６年度、本校では産業界と連携し、教科の横断的な学びに取り組む「ＳＴＥＡＭ探究科」がスター

トしました。本校の特徴として、①「A ＝アート」と捉え、県立学校で唯一の美術科を有する特色を最大

限に活かし、「美術とサイエンス」を素材とした基礎的な探究活動を単元として取り上げ「アート思考」（多

様性、創造性、表現力等）の育成を図る。②近隣施設である市立天文科学館長を総合コーディネーターに迎え、

天文館との連携により、天文学的な創造性を育んだり、プラネタリウム設備を活用したデジタル表現に挑

戦したりするなど、立地条件を活かした本校特有の STEAM 教育を実践します。③担当教員には、数学、

理科、国語、美術、情報の教員を配置し、文理を問わず多領域を融合させた学びの展開が可能となるよう

にしています。

　STEAM 一期生は、こうした探究活動を通じて基礎的な研究の手法や知識を育み、より本格的な研究へ

と発展させ、自身の興味関心に応じた課題に取り組むこととしています。

　これまで経験したことのない本校特有の探究活動を通じ、毎時間、生き生き取り組んでいます！

－ 令和 7 年度明石高校は「普通科（単位制）」に変わります ! －
　

　先述の「STEAM 探究科」は、単位制として教育活動を展開していますが、令和 7 年度からは、普通科

と美術科もこれに続きます。単位制の趣旨を踏まえた教育課程の再編、少人数授業の展開や豊富な選択科

目の設定など、キャリアデザインを育む学習支援体制の整備に取り組んでいます。

　さらに、本校は令和 6 年度、国の事業「DX ハイスクール（デジタル人材育成推進事業）」に採択されました。

今後は高度なデジタル機材・設備の導入により、① DX を最大限に活用した連携企業からの指導プログラ

ムの充実や、②国内外での関係校とのリアルタイムでの交流が可能となるなど、単位制への移行とともに、

教育内容の無限に広がりに心弾ませています。新たなステージへまっすぐに！

次の100年へ　新たなステージが始まります !!

　創立以来、時代の要請に柔軟に対応してきた「明中・明高」の教育は、今まさに 101 年目の新しい時代
を迎えています。更なる本校の発展を目指し教職員一丸となって取り組んでいきます。



合祀を待つ明中祠

記念庭園のテープカット

子午線観測台と説明板

記念式典開会のあいさつ（北中校長）

明中校歌独唱の
安藤勉さん（中 18 回）

明中祠合祀の言葉（草川会長）

100 周年シンボルの記念碑

式典会場（明石市民会館）

第２部記念講演（古田敦也氏） 音楽選択生徒による明高校歌の合唱
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写
真
で
振
り
返
る
記
念
式
典

写
真
で
振
り
返
る
記
念
式
典

写
真
で
振
り
返
る
記
念
式
典

写
真
で
振
り
返
る
記
念
式
典



司会進行役の赤江珠緒さん（高 45 回）

会場を盛り上げる音楽部 OB の演奏

第３部演奏会で記念楽曲を披露

舞子ビラで祝賀会開催

万歳三唱でお開きとなった祝賀会

第 32号 2024 年 6月 10日自彊会だより

（5）

　

自
彊
会
の
皆
様
、
母
校
明
石
高
等
学
校

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
へ
の
絶
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
を
代
表
し
ま

し
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
の
本
校
と
中
京
大
中
京
高
校

と
の
硬
式
野
球
部
の
交
流
会
を
第
一
弾
と

し
て
、
星
を
観
る
会
、
記
念
美
術
展
、
記

念
式
典
並
び
に
祝
賀
会
を
開
催
し
た
ほ

か
、
重
厚
な
１
０
０
年
史
の
編
纂
や
記
念

庭
園
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
校
内
の
環

境
整
備
を
行
い
、
正
門
を
入
っ
た
右
手
に

１
０
０
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
記
念

碑
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
実
現

で
き
た
の
は
、
同
窓
の
皆
様
や
明
石
高
校

に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様
に
お
願
い
し
て
参

り
ま
し
た
募
金
へ
の
力
強
い
ご
協
力
の
賜

物
で
す
。
ま
た
、
各
事
業
の
実
施
に
あ
た

り
ま
し
て
も
同
窓
会
、
教
職
員
並
び
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
だ
、
新
資
料
館
の
建
設
が
手
続
き

上
の
課
題
か
ら
延
期
と
な
っ
た
こ
と
は
残

念
で
す
が
、
一
年
後
の
完
成
に
向
け
て
し
っ

か
り
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
明
石
高
校
は
１
０
０
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
以
来

築
い
て
き
た
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
自
治
・

協
同
・
創
造
の
校
訓
の
も
と
に
脈
々
と
引

き
継
が
れ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
校
風
を
大

切
に
し
つ
つ
も
、
刻
々
と
変
化
す
る
現
代

社
会
に
合
わ
せ
て
新
た
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
明
石
高
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
理

数
探
究
類
型
を
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究
科
へ
改

編
す
る
と
と
も
に
、
普
通
科
・
美
術
科
へ

の
単
位
制
の
導
入
な
ど
、
更
な
る
教
育
活

動
の
充
実
と
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、
ま
さ
に
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ
と
歩
み
始
め
ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周

年
を
機
に
実
施
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
成
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
同
窓
の
皆
様

に
は
、
校
歌
に
あ
る
「
わ
が
学
舎
を
永
久

に
守
る
」
の
思
い
を
今
一
度
新
た
に
し
て

い
た
だ
き
、
母
校
の
更
な
る
発
展
に
向
け

て
、
引
き
続
き
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
０
０
年
を
越
え
て　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

１
０
０
年
を
越
え
て　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
‼‼

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
周
年
記
念
事
業実

行
委
員
長　

永　

井　

邦　

治

（
高
27
回
）



第 32号2024 年 6月 10日 自彊会だより

（6）

（写真提供　高 28 回　坂東君）

和田君へ

　やってるか～。そっちの世界でも？
　小、中、高と彼とは一緒でしたが、私と違っ
てパッションの塊のような彼とは、出会ったら

「オッス」と声を掛け合うぐらいの付き合いでし
た。ところが、縁あって母校の教頭に赴任した
時、校門入って右手にある明高バスケットボー
ル部活躍記念碑の前で立ち話 30 分以上、彼のバ
スケットにかける熱い気持ちを聞いたのを思い
出します。
　また、何年か前の「自彊会だより」の巻頭言
で彼は現役高校生時代兵庫県代表として全国大
会に出場した際の試合の実況風景を紹介しまし
た。その時私が「巻頭言よかったなあ。プレー
が動画を見ているように想像できたわ」と言う
と彼は「巻頭言にあんなもん書くもんちゃうと
言われるんや」と答えたが、「とにかく俺は感動
した」と私が言うと「そうか、嬉しいわ !!」とい
う彼とのやりとりも懐かしく思い出します。
　私と彼の思い出の何十倍、何百倍、何千倍、
あるいはそれ以上の思い出を持つ 28 回生の仲間
がいます。そんな仲間と一緒にそのうちみんな
そっちに行くから、そっちでも「今ぞ！集え～♬」
で同窓会せえへんか？　　　　　　　　　　合掌

森本　克茂（高 28 回）

　会長就任５年目
の 2023 年６月 24 日
夜、突然の事故で旅
立たれた和田直樹同
窓会長は、多くの方
に強い印象と影響を
残されました。特に、
100 周年記念事業実
行委員会の副委員長
として募金活動の先
頭に立ち、活躍頂き
ました。目標額を大
きく越える募金が集
まったは、一重に和
田氏の行動力の賜物

と思われます。弔文を明高の元教頭であり、和
田氏とは小学校から高校までの友であった森本
氏に書いていただきました。和田元会長のご冥
福をお祈り致します。

佐々木：この和歌が読めたことも今回の収穫ですね。
青　木：７月 17 日、全校生に中部講堂で井上館長か

ら「子午線の歴史」の講演いただき、7 月 28
日には「星を観る会」を開催しました。その際、
天文科学館から運ばれたザルトリウス子午儀
が、観測台上に 95 年ぶりに設置され、歴史
的場面の再現に立ち会えたことが幸せでし
た。

原　田：昭和３年の観測ですから、95 年ぶりになるの
ですね。

毛　笠：創立 100 周年に相応しいイベントでしたねえ。
青　木：「星を観る会」は天文科学館スタッフ、ボラ

ンティアの方々の協力で、参加した子供も大
人もグラウンドに寝転んだり、望遠鏡で夏の
星や月を楽しみました。また、本校演劇部に
よる明石の子午線をテーマにした演劇が中部
講堂で公開され、小学生や中学生、保護者
の方々に大好評でした。

原　田：校内の隅で多くの人に知られることなく約 100
年、より良い環境に観測台が移設保存され
たことにホッとしています。この事業は学校、
同窓会、PTA、天文科学館等の協力があれ
ばこそ！と考えています。また現役の学生の
協力が得られたことはこれからの同窓会活動
の新しい形になると期待できますね。

佐々木：私もそうだと思います。会報のテーマ、「昔、
そして今」が形となった記念事業と言えます
ね。

100 周年記念事業募金の報告

　自彊会会員の皆様より多額のご寄付を頂き
ました。厚くお礼を申し上げます。

募金目標額　　　　3,000 万円
募金の総額　　39,169,493 円
協力者人数　　1,585 名　17 団体

　尚、残金の使途等につきましては、同封し
ております「募金協力者一覧」をご覧願います。
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　母校 100 周年の記念行事の一つとして、校内第
２グラウンドに残されていた東経 135 度子午線観
測台を正門付近に移設し、その歴史の説明表示板
を新たに設置しました。
　この移設に関係した人たちに集まってもらいま
した。

〔東経 135°子午線通過地決定の経緯〕
　「日本標準時、東経 135 度は明石を通っている」。
小学生でも知っていることですが、でも「それは
どのようにして決まったの？」について知ってい
る人は少ないかも。
　その通過位置決定に明石中学校が深くかかわっ
ていたのです。
　1886 年（明治 19 年）、英国のグリニッジ天文台
を通る子午線の時刻を世界標準時とし、それから
９時間の時差になる東経 135 度上の時刻を日本標
準時とすると決定されました。
　1910 年（明治 43）明石小学校校長会は東経 135
度の通過点を市民が知ることが重要と考え、測量地
図に基づき実際の位置を特定し標識を建てました。
日本最古の子午線標識です。しかし1915年（大正４）
の日本地図原点修正により、標識の位置は地図上
のそれとずれてしまいました。
　そうした状況の中、当時の明石中学校長・山内佐
太郎氏が京都大学・野満隆治博士に天文学上の子午
線の正確な通過位置を特定するための観測を依頼
しました。それを受けた京大観測チームは 1928 年

（昭和 3）明中学校内の宿舎（明中塾）に約１か月
滞在しての天文学法による計測の結果、「東経 135
度経線は観測位置より西へ 470.4 ｍ西を通過する」
とされ、現在の位置が特定されました。その時の計
測に使われた「ザルトリウス子午儀」は明石市指定
文化財に登録され、現
在も明石天文科学館に
保存展示されています。
一方観測時明中塾南庭
に置かれた観測台はそ
の後も同じ位置に置か
れ、96 年後の現在まで
第２グラウンドとなっ
ている校内南西角に残
されていました。そし
て時の経過とともにそ
の事実も計測台のこと
もほとんどの人が知ら
ない状況になっていま
したが、創立 100 周年

を迎えるにあたり、観測台の移設保存が決まりま
した。

〔座談会〕

原　田：創立 100 周年事業のひとつとして子午線観測
台の保存が取り上げられ青木教頭と共に移
設場所の選定、保存方法など検討しました。
当初は簡単に考えていました。

青　木：私も同じで、現場を確認しまして、観測台を
第 2 グラウンド置くと生徒の部活動の障害に
なるから、どこか別の場所に移動かな、とい
う認識でした。

佐々木：私は子供の頃から子午線観測に使われてもの
だと知っていましたが、ほとんどの明中・明
高関係者はご存じなかったと思いますよ。

原　田：明石天文科学館の井上館長に、「観測台は観
測が行われた明石高校内に存在するからこ
そ意義がある」との助言を戴き、これは大役
だと認識しました。

青　木：昨年夏、校長や原田さんとも相談し、もっと
人目に触れる場所へ移設し、子午線観測が
明高で行われたことを多くの方に知っていた
だきたいと強く思いました。

原　田：校門に近い本館南側の花壇に移設し、校内で
の子午線通過位置計測の経緯などの説明板
の設置などが決まりました。説明板の文案を
作成するに当たり、市内の子午線関連史跡を
見て回たりして、改めて観測台の校内保存の
意義を認識しました。

毛　笠：計測台の銘板には観測の経緯とともに、山内
校長が詠まれた和歌が記されていますが、あ
まりの達筆が読み取れませんでしたが、書道
の佐伯先生の尽力で解読できました。「日の
本の　天地のむた　 きわみなき　ときの基
は　定まりにけり」とあります。

こんなの知ってた？こんなの知ってた？
“東経 135 度子午線の通過点は明石中学での計測で決まりました！”“東経 135 度子午線の通過点は明石中学での計測で決まりました！”
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明
高
会
（
旧
職
員
の
会
）

明
高
会
（
旧
職
員
の
会
）

　

令
和
６
年
３
月
９
日
（
土
）
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
に
お
い
て
、
６
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
第
10
回
明
高
会
（
明
石

高
校
旧
職
員
の
会
）
に
38
名
が
集
い
、
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
旧
職
員
物
故
者
追
悼
の
黙
祷
を

行
っ
た
後
、
世
話
人
を
代
表
し
て
尾
崎
守

先
生
の
ご
挨
拶
で
開
会
。
続
い
て
、
ご
来

賓
の
北
中
睦
雄
校
長
先
生
か
ら
、
今
年
度

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
創
立
１
０
０
周
年
記

念
式
典
、
関
連
事
業
な
ど
の
取
組
や
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
探
究
科
の
創
設
や
単
位
制
へ
の
改

編
、
生
徒
の
活
躍
な
ど
の
ご
報
告
を
い
た

だ
き
、
参
加
者
一
同
今
後
の
さ
ら
な
る
飛

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
木
正
皓
先
生
の
ご
発
声
に

よ
る
乾
杯
で
始
ま
っ
た
歓
談
の
時
間
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
時
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
笑
い
声
が
絶
え
ず
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

祝
宴
も
終
盤
、
創
立
１
０
０
周
年
の
実

行
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
永
井
邦
治
先
生
、

そ
し
て
、
こ
の
会
の
発
足
に
ご
尽
力
さ
れ

た
谷
内
豊
先
生
か
ら
、
心
の
こ
も
っ
た
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
変
楽
し
く
和
や
か
に
過
ご
し
た
時
間

も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
濱
田
浩
嗣
先

生
の
ご
挨
拶
で
閉
会
の
運
び
と
な
り
、
全

員
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
歌
声
を
響
か
せ

た
校
歌
斉
唱
、
永
井
邦
治
先
生
の
エ
ー
ル

で
最
高
潮
に
達
し
、
最
後
の
会
と
な
っ
た

余
韻
を
惜
し
み
つ
つ
会
場
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。

　

高
校
12
回

西　

村　

培　

史

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
同
期
会
の
開
催
を
延

期
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
６
月

26
日
、
西
明
石
の
「
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

プ
ラ
ザ
」
で
５
年
ぶ
り
に
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

高
齢
の
影
響
も
あ
り
、
参
加
者
も
前
回

よ
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
幹
事
の
皆

さ
ん
の
呼
び
掛
け
も
あ
り
、
43
名
が
参
加

し
た
同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
記
念
撮
影
か
ら
始
ま
り
、
逝
去

さ
れ
た
同
期
生
へ
の
黙
禱
を
し
た
後
、
懐

か
し
い
校
歌
を
斉
唱
す
る
と
、
気
分
は
一

度
に
高
校
時
代
に
戻
り
ま
し
た
。
乾
杯
の

後
、
歓
談
に
移
り
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者

か
ら
の
一
言
を
始
め
、
近
況
報
告
等
も
あ

り
、
和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
最
後
に
応
援
歌
を
全
員
で
歌
っ

て
盛
り
上
が
り
一
次
会
を
閉
会
し
、
二
次

イラスト・安藤　勉（中 18回）

会
は
希
望
者
が
別
会
場
に
移
り
、
カ
ラ
オ

ケ
や
お
喋
り
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
も
様
々
な
事
情
で
参
加
出
来
な

か
っ
た
方
が
多
く
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後

は
こ
の
同
期
会
を
き
っ
か
け
に
、
気
軽
に

集
え
る
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
生
ま
れ
て
、

新
た
な
交
流
が
拡
が
る
事
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
を

盛
り
上
げ
る
為
に
様
々
な
努
力
を
し
て
頂

い
た
幹
事
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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傘
寿
記
念
高
校
13
回

橘　
　
　

幸　

男

　

コ
ロ
ナ
渦
で
少
し
遅
れ
て
い
た
の
で
あ

る
が
、
傘
寿
記
念
の
会
を
令
和
５
年
10
月

20
日
に
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
で
開

催
し
た
。
卒
業
生
の
「
６
分
の
１
」
の
人

数
に
あ
た
る
64
人
が
出
席
し
て
、
盛
大
な

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
畿
圏

以
外
か
ら
は
、
九
州
か
ら
関
東
ま
で
の
11

人
が
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。
13
回

生
は
、
第
１
回
同
窓
会
を
昭
和
56
年
８
月

16
日
に
開
催
し
て
か
ら
、
今
回
が
13
回
目

の
開
催
で
あ
っ
た
。

　

81
歳
と
い
う
年
齢
を
迎
え
た
私
た
ち
ゆ

え
に
、
こ
の
日
ま
で
に
判
明
し
て
い
た
物

故
者
は
95
人
で
、
同
級
生
３
８
０
人
の
う

ち
、ぴ
っ
た
り「
４
分
の
１
」の
方
が
旅
立
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

健
康
状
態
な
ど
が
み
ん
な
の
関
心
事
で

あ
る
の
で
、
開
催
案
内
葉
書
の
返
信
欄
に

書
か
れ
た
近
況
報
告
な
ど
を
、
出
席
者
・

欠
席
者
別
に
し
て
、
全
員
の
コ
メ
ン
ト
を

収
め
た
冊
子
を
作
っ
た
。
そ
し
て
、
当
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
特
別
な
催
し
物
な

ど
を
設
け
ず
、
旧
ク
ラ
ス
ご
と
に
全
員
に

舞
台
に
立
っ
て
一
人
ひ
と
り
に
近
況
な
ど

催
、
東
海
道
新
幹
線
の
営
業
開
始
な
ど
が

あ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
に
流
行
し
た
歌

を
参
加
者
全
員
で
歌
っ
て
い
る
と
、
ひ
と

と
き
そ
の
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
が
戻
っ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。「
高
校
三
年
生
」、「
青
春
の

城
下
町
」、「
学
生
時
代
」
な
ど
な
ど
、
そ

の
時
代
の
こ
と
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
た
。

　

当
日
、
今
回
の
学
年
同
窓
会
が
お
そ
ら

く
最
後
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
世
話
人
代
表

か
ら
の
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
各
グ
ル
ー
プ

で
の
再
会
は
今
後
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
参
加
者
一
同
、
明
石

高
校
で
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
「
財
産
」

を
大
事
に
し
た
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
米
寿
の
祝
い
」
お
知
ら
せ

　　

明
中
１
回
生
か
ら
続
け
て
き
ま
し
た
「
米

寿
の
祝
い
」
は
、
二
学
年
ご
一
緒
に
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
高
校
７
、８

回
生
の
皆
様
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

９
月
初
旬
に
住
所
が
判
明
し
て
い
る
方

へ
、
ご
案
内
の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

お
楽
し
み
に
お
待
ち
願
い
ま
す
。

を
話
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
同
窓
生
（
自

彊
会
の
元
会
長
）
の
竹
内
信
六
さ
ん
は
明

石
高
校
の
現
在
の
様
子
を
報
告
し
て
く
れ

た
。
会
合
の
最
後
は
、
校
歌
・
応
援
歌
と

「
高
校
３
年
生
」
の
大
合
唱
で
盛
り
上
が
り
、

次
回
で
の
再
会
を
約
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

　

平
成
23
年
５
月
に
開
催
し
た
同
窓
会
で
、

私
た
ち
は
『
見
は
る
か
す
明
高
時
代
』
と

い
う
１
６
７
ペ
ー
ジ
の
文
集
を
発
刊
し
た

が
、
今
回
の
同
窓
会
に
際
し
て
は
『
続
・

見
は
る
か
す
明
高
時
代
』
と
い
う
続
編
を

発
行
し
た
。
今
後
は
、
同
級
生
の
動
静
を

知
ら
せ
合
う
『
通
信
』
を
不
定
期
に
発
行

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

高
校
17
回

石　

井　

嘉　

門

　

令
和
５
年
５
月
25
日
、
舞
子
ビ
ラ
で
明

高
17
回
生
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
数
は
59
名
で
前
回
の
と
き
よ
り
も
参
加

者
は
少
な
か
っ
た
。

　

今
回
は
、
わ
が
明
石
高
校
が
明
石
中
学

開
校
以
来
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に

加
え
、
私
た
ち
の
学
年
に
と
っ
て
は
喜
寿

を
迎
え
る
年
度
に
あ
た
り
、
慶
び
事
が
重

な
っ
た
が
、
参
加
者
数
が
減
っ
た
こ
と
に

は
い
さ
さ
か
寂
し
さ
を
覚
え
た
。

　

私
た
ち
の
高
校
生
時
代
は
、
高
度
経
済

成
長
の
時
期
で
、
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
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古
希
同
窓
会
を
終
え
て　

   
　

高
校
21
回　

丸　

尾　

安　

郎

　

本
来
古
希
は
70
才
を
祝
う
も
の
で
す
が
、

21
回
生
は
、
昨
年
10
月
に
約
３
年
遅
れ
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
保
つ
た
め
、
中
部
記
念
講
堂
で
、

茶
話
会
的
な
同
窓
会
を
模
索
し
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
よ

り
、
よ
う
や
く
同
窓
会
を
開
催
出
来
ま
し

た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
75
名
で
、
和
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映

し
た
こ
と
が
、
好
評
を
博
し
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
、
歴
代
最
長
期
の
代
表
幹
事
を

自
負
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
幹
事
の

皆
様
に
は
、
３
年
以
上
の
長
期
間
、
同
窓

会
に
向
け
て
尽
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
無
事
に
同
窓
会

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
、「
感
謝
」

「
感
謝
」
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

次
回
の
同
窓
会
を
期
待
す
る
方
々
も
多

数
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
体
調
に
注
意
し
て
、

元
気
に
お
会
い
で
来
ま
す
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

高
校
23
回

南　

谷　

雄　

司

　

令
和
５
年
６
月
３
日
（
土
）
に
明
石
高

等
学
校
第
23
回
生
古
希
記
念
学
年
同
窓
会

を
、
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
75
名
の
参
加
が
あ
り
、
11
時

か
ら
記
念
写
真
撮
影
を
行
い
、
11
時
20
分

か
ら
学
年
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
中
で
、
明
石
高
等
学
校

１
０
０
周
年
事
業
の
報
告
や
23
回
生

１
０
０
周
年
記
念
学
年
募
金
の
提
案
を
行

い
了
承
さ
れ
募
金
し
ま
し
た
。
校
門
の
石

碑
に
23
回
生
一
同
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
会
に
先
立
ち
物
故
者
へ
の
黙
祷
が
行

わ
れ
、
司
会
・
開
会
挨
拶
は
南
谷
が
担
当
し
、

久
々
の
再
会
に
会
話
が
盛
り
上
が
り
、
各

ク
ラ
ス
毎
の
集
合
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

前
日
の
台
風
の
影
響
で
新
幹
線
が
午
前
中

止
ま
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
前
日
か
ら

新
幹
線
乗
車
し
た
方
は
無
事
参
加
で
き
ま

し
た
。

　

当
日
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
南
米
ペ
ル
ー
の

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ン

ト
ニ
オ
・
カ
マ
ケ
氏
を
お
招
き
し
ア
ン
デ

ス
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
ト
レ
イ
ン
が
実

施
さ
れ
、
会
場
内
に
い
く
つ
か
の
ト
レ
イ

ン
が
回
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
大
好
評
で
し
た
。

　

毎
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
で
、
い
つ
実
施
で
き
る
か
迷
っ

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
5
類
に

な
り
終
息
し
始
め
た
の
を
確
認
し
て
古
希

記
念
23
回
生
学
年
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
次
回
は
、
喜
寿
記
念(

77
歳)

に
あ
た

る
年
に
同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

高
校
24
回

細　

田　

和　

宏

　

令
和
６
年
４
月
27
日
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
で
、『
明
高
24
回

生
古
希
祝
同
窓
会
』
と
称
し
て
９

回
目
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幹
事
を
引
き
受
け
た
当
初
、
令

和
２
年
４
月
25
日
に
開
催
す
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況

を
鑑
み
、
令
和

２
年
３
月
に

『
延
期
の
お
知

ら
せ
』
を
、
さ

ら
に
令
和
４
年

11
月
に
コ
ロ
ナ

感
染
が
終
息
し

て
い
な
い
状
況

を
鑑
み
、『
再

延
期
の
お
知
ら

せ
』
を
明
高
24

回
生
通
信
『
交

叉
点
24
』
や
自

彊
会
を
通
し
て

同
窓
生
に
知
ら

せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
前
回
の
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同
窓
会
か
ら
８
年
目
に
よ
う
や
く
開
催
に

至
り
ま
し
た
。

　

開
催
当
日
、
恩
師
は
ご
高
齢
の
た
め
全

員
欠
席
で
し
た
が
、
同
窓
生
は
、
北
は
北

海
道
、
南
は
九
州
熊
本
等
全
国
各
地
か
ら

89
名（
当
日
欠
席
１
名
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
次
に
幹
事

代
表
挨
拶
、
乾
杯
の
後
、
歓
談
・
会
食
を

し
な
が
ら
旧
交
を
温
め
、
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
今
回
の
特
別
企
画
と
し
て
、
卒
業
ア

ル
バ
ム
か
ら
作
成
し
た
懐
か
し
い
思
い
出

満
載
の
動
画
を
上
映
し
て
、
和
気
藹
々
と

し
た
雰
囲
気
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
共
有
し
、

最
後
に
校
歌
で
青
春
を
謳
歌
し
ま
し
た
。

　

89
名
の
出
席
者
が
歓
喜
し
、
自
彊
会
の

ご
支
援
の
お
陰
で
８
年
振
り
に
開
催
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
、
幹
事
７
名
が
一
丸
と

な
っ
て
歓
待
し
た
『
明
高
24
回
生
古
希
祝

同
窓
会
』
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う　

か
け
が
え
の
な
い　

心
友
と

　
　

古
希
を
祝
う
は　

運
も
ご
縁
も

　

高
校
26
回

上　

山　
　
　

宏

50
年
ぶ
り
に
母
校
に
集
ま
り
ま
し
た
！

　

私
た
ち
26
回
生
は
、
高
校
３
年
の
時
に

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
学
年
で
、
明
高
が
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
昨
年
は
、
卒
業
し

て
ち
ょ
う
ど
50
年
目
の
年
で
し
た
。
そ
こ
で

「
50
年
ぶ
り
に
母
校
に
集
ま
ろ
う
」
と
、
10

月
14
日
に
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
飲
食
は
な
く
参
加
費
無
料
で
、

自
彊
会
だ
よ
り
に
載
せ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
参
加
を
申
し
込
み
む
と
い
う
方
法
を
と

り
ま
し
た
が
、
50
名
ほ
ど
の
方
が
、
遠
方
は

関
東
か
ら
も
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
50
年
前
と
は
す
っ
か
り
変

わ
っ
た
校
内
を
散
策
し
、
懐
か
し
い
母
校
の

記
憶
を
た
ど
っ
た
あ
と
、
新
し
く
で
き
た

１
０
０
周
年
記
念
碑
の
前
で
記
念
撮
影
し
、

中
部
講
堂
の
中
に
入
り
ま
し
た
。

　

昔
と
変
わ
ら
な
い
中
部
講
堂
の
中
で
、

１
０
０
周
年
記
念
行
事
の
様
子
を
動
画
で

見
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を
報
告
し
あ

い
、
最
後
に
み
ん
な
で
校
歌
を
歌
っ
て
、
楽

し
く
和
や
か
な
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
古
希
の
お
祝
い
の
同
窓
会
を
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
31
回

吉　

田　

信　

次

念
願
の
「
還
暦
！
赤
い
同
窓
会
」
を
開
催

　

苦
渋
の
延
期
案
内
は
２
０
２
０
年
４
月

で
し
た
。
お
待
た
せ
し
た
期
間
は
三
年
余
、

と
に
か
く
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
な
あ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
準
備
を
し
て
く
れ
た
幹
事
さ
ん
、

受
付
や
写
真
撮
影
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ

た
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
１
１
０
名
の
参
加

者
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！

　

恩
師
の
ご
出
席
は
安
田
先
生
お
一
人
で

し
た
。
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

先
生
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
お
若
い
の
で
は
な

い
で
す
か
。
ま
た
他
の
先
生
方
の
近
況
を

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
60
歳
の
節
目
、
還
暦
同
窓
会
と

い
う
こ
と
で
何
か
一
つ
赤
い
モ
ノ
を
身
に

つ
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し

て
い
た
の
で
す
が
、
帽
子
、
シ
ャ
ツ
、
ド

レ
ス
、
チ
ー
フ
な
ど
、
み
ん
な
思
い
思
い
に

素
敵
な
も
の
を
つ
け
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
司
会
を
務
め
て
く
れ
た
の
は
伊

澤
く
ん
。
彼
は
真
っ
赤
な
野
球
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
身
に
纏
い
、「
ボ
ク
は
決
し
て

某
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
い
な
が
ら
進
行
し
て
く
れ
ま
し
た
（
嗚

呼
！
彼
は
熱
烈
な
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
な

の
だ
…
）。

　

ひ
と
し
き
り
歓
談
し
た
後
は
、
出
席
者
が

身
に
つ
け
て
き
た
赤
い
モ
ノ
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

タ
イ
ム
。
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
武
田
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君
、
赤
い
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
竹
中
さ
ん
の

「
タ
ケ
・
タ
ケ
コ
ン
ビ
」
に
進
行
を
引
き
受

け
て
も
ら
い
、
み
ん
な
に
も
マ
イ
ク
を
持
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

い
つ
に
も
増
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

時
を
忘
れ
る
「
赤
い
！
熱
い
！
」
還
暦
同

窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
32
回

宮　

脇　
　
　

貢

明
高
１
０
０
周
年
の
記
念
の
年
に
、
32
回

生
感
激
の
再
会
！
還
暦
同
窓
会
を
開
催
!!

　

私
た
ち
32
回
生
、
２
０
２
１
年
が
「
還

暦
同
窓
会
」
の
開
催
年
。「
32
回
生
」
？
ピ

ン
と
こ
な
い
の
で
は
と
「
還
暦
・
60
歳
は

丑
年
生
ま
れ
と
寅
年
の
早
ゆ
き
の
学
年
で

す
。」
と
呼
び
か
け
、
準
備
は
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
皆
様
ご
記
憶
の
通
り
、
ま
さ

し
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
不
安
の
真
っ
た
だ

中
。
そ
し
て
、
そ
し
て
、
平
穏
を
取
り
戻

し
た
２
０
２
３
年
８
月
12
日
、
つ
い
に
西

明
石
の
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
で
「
明

石
高
校
32
回
生
還
暦
＋
２
同
窓
会
」
の
集

い
の
時
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒

業
以
来
、
学
年
全
体
の
同
窓
会
開
催
は
初

め
て
、
不
安
の
中
で
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

開
始
時
刻
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
ひ
と
り
ま

た
ひ
と
り
、
懐
か
し
い
再
会
が
積
み
重
な

り
、
74
名
の
参
加
を
得
、
２
年
遅
れ
を
取

り
戻
す
、
楽
し
い
感
激
の
還
暦
同
窓
会
の

時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
は

み
ん
な
で
何
年
後
に
集
ま
ろ
う
、
そ
こ
ま

で
待
て
な
い
か
ら
、
今
日
を
機
会
に
楽
し

い
時
間
を
近
々
持
と
う
よ
！
等
々
、
楽
し

い
想
い
出
を
お
土
産
に
、
次
の
再
会
を
約

束
し
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
！

　

高
校
33
回

磯　

上　

美
智
子

　

２
０
２
３
年
12
月
17
日
、
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
ホ
テ
ル
明
石
に
於
い
て
、
恩
師
の
尾
崎

先
生
を
お
迎
え
し
、
参
加
者
90
名
で
盛
大

に
還
暦
同
窓
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

  

最
初
に
尾
崎
先
生
か
ら
漫
談
の
よ
う
な
楽

し
い
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

明
高
ク
イ
ズ
や
恩
師
の
先
生
方
の
近
況

報
告
も
あ
り
、
懐
か
し
さ
と
嬉
し
さ
と
も

に
、
先
生
方
の
お
元
気
さ
に
励
ま
し
を
い

た
だ
い
た
よ
う
な
…
。

  

ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
さ
れ
た
現
在
の
明
石
高

校
の
映
像
も
あ
り
ま
し
た
。
皆
釘
付
け
に

な
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

  

45
年
ぶ
り
に
会
う
友
と
の
談
笑
の
時
間

は
、
と
て
も
短
く
、
ま
た
の
開
催
を
楽
し

み
に
会
を
終
え
ま
し
た
。

  
こ
の
還
暦
同
窓
会
開
催
に
際
し
、
自
彊

会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
33
回
生
の
皆
さ
ん
へ
》
次
回
同
窓
会
の

４
・
５
組
共
同
幹
事
さ
ん
達
の
準
備
活
動
も

は
じ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
開
催
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
同
窓
会
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

33
回
生
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
元
気
で
大
勢

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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高
校
65
回

櫻　

井　

拳　

人

松　

原　

史　

弥

　

65
回
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う

か
！
２
０
２
４
年
の
５
月
３
日
、
30
歳
を

機
に
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
勢
70

名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
以
来
久
し
ぶ
り
に
集
う
仲
間
や
多

数
の
先
生
方
と
、
高
校
時
代
を
懐
か
し
む

と
共
に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
も
、
次
は
40
歳
を
機
に
開
催
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
！
ま
た
、
皆
で
集
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
！

　

入
会
あ
い
さ
つ

黒　

木　

佳　

乃
（
高
76
回
）

こ
の
度
は
、
私
た
ち
76
回
生
、
３
０
９
名

の
「
自
彊
会
（
じ
き
ょ
う
か
い
）」
入
会
を

認
め
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
明
日
、
こ
の
明
石
高
校
を

卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
っ
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

進
む
道
は
ち
が
っ
て
も
、「
自
彊
会
」
の

一
員
と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ
ず
、
母
校
明

石
高
校
の
伝
統
に
恥
じ
な
い
大
人
に
な
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
若
く
至
ら
な
い
私
た
ち
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

同
窓
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

高
20
回

　
　
　

10
月
頃
に
開
催
で
準
備
中

　
　
　

お
楽
し
み
に
お
待
ち
願
い
ま
す

　

高
25
回

　
　
　

古
希
記
念
同
窓
会　

検
討
中

　
　
　

詳
細
が
決
ま
れ
ば
ご
案
内
し
ま
す

　

74
回
生
二
十
歳
の
集
い

学
年
主
任　

米　

田　

忠　

雄

　

３
月
20
日
春
分
の
日
、
明
石
高
校
の
講

堂
で
『
74
回
生
二
十
歳
の
集
い
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
の
は
50
数
名
と

例
年
よ
り
は
少
な
め
で
し
た
が
、
学
年
団

の
先
生
方
は
ほ
と
ん
ど
出
席
さ
れ
、
転
勤

し
た
先
生
も
多
い
の
で
、
こ
ち
ら
も
ち
ょ
っ

と
し
た
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
会
っ
た
74
回
生
の
面
々
は
ず
い
ぶ
ん

大
人
び
て
い
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
え
ら

く
お
し
ゃ
れ
に
な
っ
た
な
と
か
背
が
伸
び

た
ん
じ
ゃ
な
い
な
ん
て
声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
写
真
と
見
比
べ
た
り
、
担
任
の
先
生
が

保
管
し
て
い
た
学
級
日
誌
を
回
し
読
み
し

て
盛
り
上
が
っ
た
り
と
開
会
前
か
ら
賑
や

か
な
時
間
が
続
き
ま
し
た
。

　

10
時
30
分
に
あ
ら
た
め
て
開
会
し
ま
し

た
。
司
会
進
行
は
代
表
幹
事
の
服
部
君
と

そ
の
友
達
の
越
智
君
で
す
。
私
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
か

ら
一
人
ず
つ
近
況
や
懐
か
し
い
話
な
ど
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は

旧
ク
ラ
ス
対
抗
の
ク
イ
ズ
大
会
で
す
。
賞

品
は
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
や
ク
オ
カ
ー

ド
。
人
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
優
勝
ク

ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
で
山
分
け
と
な
り
ま
す

の
で
ど
の
ク
ラ
ス
も
か
な
り
真
剣
で
す
。

３
年
の
体
育
大
会
で
学
年
２
位
の
ク
ラ
ス

は
？
１
年
の
時
の
コ
ミ
英
の
教
科
書
の
名

前
は
？
な
ど
、
何
と
な
く
思
い
出
せ
そ
う

で
出
て
こ
な
い
微
妙
な
問
題
か
ら
、
現
在

の
校
長
先
生
の
名
前
は
？
１
０
０
周
年
記

念
講
演
の
講
師
は
？
な
ど
明
高
愛
が
あ
れ

ば
答
え
ら
れ
る
は
ず
？
の
難
問
が
続
き
ま

し
た
。
ク
イ
ズ
の
問
題
も
服
部
君
が
知
恵

を
絞
っ
て
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
服
部

君
、
越
智
君
あ
り
が
と
う
。

　

わ
あ
わ
あ
盛
り
上
が
っ
て
い
る
う
ち
に

気
が
付
け
ば
も
う
閉
会
の
時
間
。
急
い
で

記
念
撮
影
を
し
、
同
窓
会
か
ら
頂
い
た
お

せ
ん
べ
い
を
手
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

後
は
三
々
五
々
街
に
出
て
昼
食
会
。
本
当

に
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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美
術
科
支
部

　

〜
継
承
し
て
い
く

美
術
展
と
の
関
わ
り
か
ら
〜

　

10
年
前
の
美
術
展
の
頃
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
鷺
森
会
長
（
高
38
回
・
美
１

回
）、
稲
葉
さ
ん
（
高
44
回
・
美
７
回
）、

谷
本
さ
ん
（
高
44
回
・
美
７
回
）。

 

今
回
の
美
術
展
の
目
玉
と
な
っ
た

SH
O

W
CA

SE

を
は
じ
め
、
印
刷
物
デ
ー

タ
や
、
今
ま
で
の
美
術
展
で
は
無
か
っ
た

部
分
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
制
作
し
て
下
さ
っ

た
尾
原
さ
ん
（
高
39
回
・
美
２
回
）、
関
東

展
を
仕
切
っ
て
下
さ
っ
た
阿
随
さ
ん
と
半

田
さ
ん
（
高
39
回
・
美
２
回
）。

　

半
田
さ
ん
は
関
東
展
用
に
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
新
た
に
作
り
、

SH
O

W
CA

SE

で
取
り
上
げ
る
卒
業
生
の

紹
介
を
中
心
に
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
関
東
会
場
で
あ
る
横
浜
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
へ
下
見
に
行
っ
た
際
に
も
快
く
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
に
、
解
決
の

た
め
に
す
ぐ
に
動
い
て
下
さ
っ
た
方
々
に

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
在
学
中
の
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
先
生
に
、
精
神
的
に
辛
か
っ
た
時

に
電
話
を
も
ら
え
て
救
わ
れ
た
日
も
あ
り

ま
し
た
。

　

関
東
展
の
搬
入
日
の
夜
。
ち
ょ
っ
と
し

た
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
発
生
し
、
機
転
を
利
か

せ
て
下
さ
っ
た
先
輩
の
お
か
げ
で
救
わ
れ

た
こ
と
。
翌
日
の
朝
食
も
一
緒
に
食
べ
て
、

女
同
士
で
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
た
こ
と
。

本
当
に
い
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
年
前
の
美
術
展
の
頃
に
も
、
仕
事
の

こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
人
生
に
つ
い
て
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
に
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞

い
て
下
さ
っ
た
先
輩
が
い
た
こ
と
も
、
そ

の
後
の
10
年
間
を
生
き
抜
く
力
に
な
り
ま

し
た
。

　

ふ
た
つ
の
会
場
で
の
美
術
展
の
終
了
ま

で
た
く
さ
ん
の
時
間
を
費
や
し
て
関
わ
れ

た
経
験
が
、
自
分
が
以
前
か
ら
憧
れ
て
い

て
飛
び
込
ん
だ
、
こ
の
春
か
ら
の
新
た
な

い
く
つ
か
の
挑
戦
の
場
で
も
活
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

今
出
ひ
と
み
（
高
53
回
・
美
16
回
）

【
お
礼
と
お
知
ら
せ
】

　

令
和
５
年
度
第
17
回
同
窓
会
美
術
科
支
部
総
会
は
、
１
０
０
周
年
記
念
美
術
展
開
催
期
間

中
に
お
借
り
し
た
兵
庫
県
立
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
て
、
11
月
23
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
の
温
か
い
ご
意
見
と
賛
同
を
受
け
審
議
内
容
を
承
認
頂
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
第
18
回
美
術
科
支
部
総
会
は
、

　

２
０
２
４
年
７
月
27
日
（
土
）
14
時
30
分
か
ら

　

明
石
高
校
資
料
館
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
出
席
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
場
所
の
変
更
等
、
最
新
情
報
に
つ
い
て
は
、
明
高
美
術
科
同
窓
会
ブ
ロ
グ
、

Facebook

ペ
ー
ジ
、Instagram

に
て
、
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
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＊＊＊東京自彊会　役員（2024 年度）＊＊＊
会　長　佐々木　知　子（高25回）
副会長　長　尾　昌　男（高18回）
　　　　三木谷　浩　史（高35回）
　　　　阿　随　秀　昨（高39回）
幹　事　田　中　耕三郎（高15回）
　　　　桑　原　哲　朗（高18回）
　　　　小　林　和　夫（高18回）
　　　　鈴　木　秀　和（高20回）
　　　　坂　田　俊　彦（高23回）
　　　　原　　　秀　子（高23回）
　　　　佐　藤　佐喜子（高25回）
　　　　岩　田　拓　也（高28回）
　　　　杉　山　清　昭（高29回）

幹　事　清　水　真　美（高 35 回）
　　　　丸　山　　　晃（高 41 回）
監　事　細　田　敏　和（高 14 回）
顧　問　草　川　雄　二（高 11 回）

自彊会 会長
野　呂　良　久（高 14 回）

第２代会長
　　　　原　　テツアキ（高 21 回）

第３代会長
　　　　北　中　睦　雄

明石高校　校　長
元顧問

（故人）　浜口　臣邦（高 5）
初代会長

東
京
自
彊
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

長　

尾　

昌　

男
（
高
18
回
）

　

当
会
で
は
、
２
年
毎
の
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
決
め
て
お
り
、
今
年

は
、
佐
々
木
知
子
会
長
の
２
度
目
の
開
催

年
と
な
り
ま
す
。
開
催
日
時
等
は
後
記
予

告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

関
東
エ
リ
ア
（
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・

埼
玉
・
茨
城
・
と
ち
ぎ
・
銀
間
・
山
梨
・
静
岡
）

の
９
都
県
に
在
住
の
皆
様
に
は
、
９
月
に

入
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
を
お
送
り
致
し
ま

す
。

　

自
彊
会
の
年
会
費
（
３
千
円
）
を
納
入

頂
い
た
９
都
県
の
皆
様
（
昨
年
は
１
９
９

名
）
の
年
会
費
の
一
部
（
１\

４
）
が
、
当

会
へ
の
支
援
金
と
な
る
こ
と
も
覚
え
頂
き
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
役
員
一
同
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
度　

東
京
自
彊
会

「
総
会
・
懇
親
会
」
予
告

①
日
時　

２
０
２
４
年
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
午
か
ら

②
場
所　

ホ
テ
ル　

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

　
　
　
　
　

半
蔵
門　

３
階
（
光
の
間
）

③
会
費　

５
千
円

　

高
校
13
回

　
　
　

首
都
圏
同
窓
会

中
庄
谷　

康　

弘

　

近
年
世
界
各
地
で
紛
争
・
戦
争
が
勃
発

し
、
我
が
国
で
も
人
権
に
関
す
る
論
議
が

活
発
・
多
様
化
す
る
昨
今
、
戦
前
戦
後
の

誤
っ
た
国
策
に
よ
る
〝ら
い
病
（
現
ハ
ン

セ
ン
病
）
患
者
〟
へ
の
人
権
侵
害
に
関
し
、

知
見
を
深
め
る
の
も
意
義
あ
る
事
か
と
考

え
、
都
下
東
村
山
市
の
〝国
立
ハ
ン
セ
ン

病
資
料
館
〟
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

入
所
者
〝平
澤
保
治
さ
ん
（
現
在
96
歳

収
録
時
90
歳
）〟
の
ビ
デ
オ
講
話
で
は
想
像

を
絶
す
る
入
所
者
へ
の
過
酷
な
仕
打
ち
及

び
入
所
者
の
辛
苦
を
知
り
、
息
が
詰
ま
る

思
い
で
し
た
が
、
そ
の
恩
讐
を
超
え
冷
静

に
且
つ
原
稿
を
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
55
分

間
話
さ
れ
る
事
に
感
動
し
、
講
話
の
後
に

館
内
で
各
種
資
料
を
間
近
に
見
る
事
に
よ

り
一
層
理
解
が
深
ま
っ
た
思
い
で
し
た
。

　

資
料
館
は
入
所
施
設
〝多
摩
全
生
園
敷

地
10
万
坪
強
〟
の
一
角
に
あ
り
自
然
豊
か

な
同
園
に
は
入
所
者
が
育
て
た
樹
木
及
び

入
所
者
の
手
で
建
築
さ
れ
た
歴
史
的
な
建

造
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
日
は
強

い
雨
及
び
桜
の
開
花
が
遅
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
残
念
な
が
ら
散
策
・
見
学
は
見
送
り

ま
し
た
。

　

見
学
に
先
立
ち
西
武
新
宿
線
東
村
山
駅

前
の
〝
コ
ロ
ナ
で
急
逝
〟
さ
れ
た
当
市
出

身
の
〝
志

村
け
ん
〟

さ
ん
の
銅

像
の
前
で

集
合
・
写

真
撮
影
の

後
、
一
寸

と
お
し
ゃ

れ
な
イ
タ

リ
ヤ
レ
ス

ト
ラ
ン
に

於
い
て
参

加
者
12
名

で
懇
親
を

深
め
ま
し

た
。

☆　

転
退
任　

☆

山
本　

幸
生　

先
生　
［
教
頭
］

（
姫
路
聴
覚
特
別
支
援
校
へ
）

田
中　

良
紀　

先
生　
［
地
歴
］

（
退
職
）

中
江　
　

涼　

先
生　
［
理
科
］（

星
陵
高
校
へ
）

石
原　

友
心　

先
生　
［
理
科
］（

相
生
高
校
へ
）

野
波　

理
恵　

先
生　
［
事
務
］

（
神
戸
聴
覚
特
別
支
援
校
へ
）

☆　

着　

任　

☆

里　
　

知
純　

先
生　
［
教
頭
］

（
県
立
教
育
研
修
所
よ
り
）

髙
尾　

か
ほ
り
先
生
［
事
務
長
］

（
播
磨
東
教
育
事
務
所
よ
り
）

田
中　

伸
治　

先
生　
［
理
科
］

（
星
陵
高
校
よ
り
）

衣
笠　

正
人
先
生　
［
地
歴
］

（
伊
川
谷
高
校
よ
り
）

大
江　

秀
和　

先
生　
［
地
歴
］

（
須
磨
友
が
丘
高
校
よ
り
）

伊
藤　

み
ず
ほ
先
生　
［
理
科
］

（
愛
徳
学
園
よ
り
）

島　
　

宏
人　

先
生　
［
実
習
］

（
新
採
用
）

安
倍　

直
子　

先
生　
［
事
務
］

（
明
石
清
水
高
校
よ
り
）
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ご
あ
い
さ
つ

山
本　

幸
生

　

明
石
高
校
で
は
１
年

間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
創
立
１
０
０
周
年

と
い
う
大
き
な
節
目
の

年
に
明
石
高
校
で
勤
務
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
記
念
式
典
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
１
０
０
周
年
記
念
行
事
で
、
同
窓
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
歴
代
校
長
先
生
方
々
等
、
た
く
さ
ん
の
人

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
会
い

し
た
方
々
か
ら
、
明
石
高
校
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝

統
、
明
石
高
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
聞
き
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

教
育
学
者
で
森
信
三
先
生
が
「
人
間
は
一
生
の
う

ち
逢
う
べ
き
人
に
は
必
ず
逢
え
る
。
し
か
も
、
一
瞬

早
す
ぎ
ず
、
一
瞬
遅
す
ぎ
な
い
時
に
」
と
い
う
有
名

な
言
葉
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
石
高
校
を
１
年
で

去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
出
会
え
た
人
全
て
が

会
う
べ
き
人
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

明
石
高
校
で
勤
務
し
て
出
会
っ
た
人
と
の
縁
を

大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
明
石
高
校
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

明
石
高
校
で
の
９
年
間

中
江　
　

涼

　

前
任
校
の
排
気
ガ
ス

と
過
労
か
ら
解
放
さ
れ

て
来
た
明
高
は
、
環
境

に
恵
ま
れ
た
よ
い
学
校

で
し
た
。
四
季
で
変
化

す
る
動
植
物
、
校
内
で
採
れ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア

ケ
ビ
な
ど
の
食
材
は
、
私
の
密
か
な
楽
し
み
で
し

た
。

　

青
学
年
70
回
生
の
担
任
と
し
て
の
３
年
間
は
、

私
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
個
性
豊
か
な
生
徒
や
優
し

い
学
年
団
に
支
え
ら
れ
て
過
ご
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
セ
ッ
ト
を
覚
え
た
着
任
初
日
か
ら
、
イ
ン

フ
ル
の
高
熱
で
記
憶
の
な
い
卒
業
式
ま
で
の
刺
激

的
な
日
々
は
、
い
い
思
い
出
で
す
。

　

ま
た
、
教
務
部
で
は
６
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
が
、
部
員
、
教
育
課
程
が
毎
年
の
よ
う
に
変

化
し
続
け
、
コ
ロ
ナ
→
新
カ
リ
→
新
学
科
導
入
と
、

非
常
事
態
が
続
き
ま
し
た
。
人
間
と
は
不
思
議
な

も
の
で
、
た
ま
に
暴
風
雨
の
中
を
ピ
ク
ニ
ッ
ク
し

て
い
る
よ
う
な
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ

と
、
そ
の
暴
風
雨
の
中
を
明
高
が
耐
え
た
の
は
、

被
災
し
な
が
ら
も
多
く
の
先
生
方
が
教
務
部
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
、
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
変
化
し
て
い
く
明
高
の
こ
れ
か
ら
の

ご
発
展
を
、
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

感
謝

石
原　

友
心

　

明
石
高
校
に
は
、
大

学
を
卒
業
し
て
か
ら
２

年
間
講
師
と
し
て
、
１

年
目
は
76
回
生
２
学
年

付
、
２
年
目
は
78
回
生

１
学
年
付
と
し
て
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、
明
石
高
校
在
籍
中
に
兵
庫
県
の
教

員
採
用
試
験
に
合
格
し
、
今
年
度
か
ら
は
兵
庫
県

立
学
校
の
教
諭
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

明
石
高
校
で
は
、
素
直
で
明
る
い
生
徒
た
ち
、
素

晴
ら
し
い
先
生
方
と
２
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

１
年
目
は
主
に
化
学
、
２
年
目
は
生
物
と
地
学
を

担
当
し
ま
し
た
。
幅
広
い
分
野
の
理
科
の
授
業
を

担
当
し
て
、
改
め
て
理
科
っ
て
面
白
い
な
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
理
科
の
面

白
さ
を
生
徒
に
伝
え
る
授
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、

日
々
努
力
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
教
員
人
生
最
初
の
２
年
間
を
明
石
高

校
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
幸
せ
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
あ
い
さ
つ

里　
　

知
純

　

こ
の
た
び
、
山
本
教
頭
の
後
任
と
し
て
県
立
教
育

研
修
所
よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
頭
を
務
め
る
の
は
本
校
が
初
め
て
で
あ
り
、
昨

年
度
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
伝
統
あ
る
明
石
高

校
へ
の
着
任
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
日
々
を
思
う
と
、

と
て
も
楽
し
み
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
創
立
か
ら
１
０
１
年
目
と
な
り
ま
す
。

正
門
前
に
は「
１
０
０
年
を
越
え
て 

新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ 

ま
っ
す
ぐ
に
!!
」
の
横
断
幕
。
明
石
高
校
の
、

次
の
１
０
０
年
の
第
一
歩
に
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

挑
戦
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
探

究
科
で
は
「
学
び
た
い 

な
り
た
い 

を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
が
在
り
た
い
未
来
を
創
造
す
る
た
め

に
必
要
な
力
で
あ
り
、
明
石
高
校
生
全
員
が
目
指
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
、
明
石

高
校
生
が
「
学
び
た
い 

な
り
た
い 

を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
こ
と
を
実
現

で
き
る
よ
う
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て

こ
れ
ま
で
の
卒
業

生
、
先
生
方
の
思

い
を
受
け
継
ぎ
、

今
在
籍
す
る
子
ど

も
た
ち
が
よ
り
充

実
し
た
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
精

一
杯
努
め
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

よ
う
こ
そ
明
高
へ
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帯 広 畜 産 大
弘 前 大
山 形 大
筑 波 大
東 京 藝 大
富 山 大
静 岡 大
滋 賀 大
京都工芸繊維大
大 阪 教 育 大
神 戸 大
兵 庫 教 育 大
和 歌 山 大
鳥 取 大
島 根 大
岡 山 大
山 口 大
徳 島 大
香 川 大
愛 媛 大
高 知 大
九 州 工 大
福 岡 教 育 大
熊 本 大
宮 崎 大
鹿 屋 体 育 大
琉 球 大

合　計

秋 田 公 立 美 大
長 岡 造 形 大
金沢美術工芸大
福 井 県 立 大
静 岡 文 化 芸 大
愛 知 県 立 芸 大
滋 賀 県 立 大
京 都 市 立 芸 大
京 都 府 立 大
大 阪 公 立 大
神 戸 市 看 護 大
兵 庫 県 立 大
神 戸 市 外 大
公立鳥取環境大
新 見 公 立 大
岡 山 県 立 大
尾 道 市 立 大
叡 啓 大
福 山 市 立 大
広 島 市 立 大
県 立 広 島 大
山口東京理科大
周 南 公 立 大
下 関 市 立 大
北 九 州 市 立 大
香川保健医療大
愛媛医療技術大
高 知 工 科 大
高 知 県 立 大
名 桜 大
沖 縄 県 立 芸 大
合 計
国公立大学合計

千 葉 工 大
青 山 学 院 大
法 政 大
日 本 大
女 子 美 大
多 摩 美 大
東 海 大
東 京 農 大
帝 京 大
東 京 工 科 大
東 京 造 形 大
日 本 体 育 大
武 蔵 野 美 大
金 沢 工 大
京 都 産 大
京 都 女 子 大
京 都 精 華 大
京 都 芸 大
同 志 社 大
同 志 社 女 子 大
佛 教 大
立 命 館 大
龍 谷 大
京 都 美 術 工 芸
追 手 門 学 院 大
大 阪 経 大
大 阪 芸 大
大阪経済法科大
大 阪 工 大
大 阪 産 大
大 阪 体 育 大
大阪電気通信大
関 西 大
関 西 外 大
近 畿 大
摂 南 大
大 和 大
関 西 学 院 大
甲 南 大
甲 南 女 子 大
神 戸 学 院 大
神戸芸術工科大
神 戸 女 学 院 大
神 戸 女 子 大
神 戸 薬 大
神戸松蔭女子大
神 戸 親 和 大
姫 路 獨 協 大
武 庫 川 女 子 大
流 通 科 学 大
兵 庫 医 科 大
神 戸 常 盤 大
岡 山 理 科 大
そ の 他

合　計

国立清水海上技術
短 期 大 学 校
公立三重短期大学
短 期 大 学 合 計
専 門 学 校 合 計
就職・公務員合計

【 国 立 大 学 】

大　学　名 R3
年

R4
年

R5
年

1

1
3（3）

1

1
1
1

1
1

2（1）
2

1

1（1）

17（5）

1
2（2）

1

1
2

1
1

2（1）
1

1
1
1

2

1
18（3）

1

1
1

1
1

1

4

2
4

1
1
1

19（0）

2

3

2（1）
1

2（1）

4
1

1

2

2

1
21（2）
38（7）

2（1）
1（1）

1
2（2）

1

10

1

2
2

3
1

1
1
1

29（4）
47（7）

2
3
1

1

1

1
2

2

1

6

2（1）
1

1

1
1

26（1）
45（1）

1
1

3
5
2

7

17（4）

9
2

12（8）
1
2

15（5）
6

6
4

16
15
2
12

16（1）
2

42（12）
24
1

25（2）
50
18

134（3）
9
8
28
1
4
2
3
18
17
4
4
3

92（1）
607（36）

 

1
2
1
1

4（4）

1

9

7
6
2

10（1）
17

5
21
8
2

26（1）
3
2
3
11
5

24（4）
8
5

27（3）
53（1）

5
110（2）

8
2
14

6
8
6
31
15
6
6

2（1）
55

538（17）

 

1

2
2
1
1

3（1）
1
12
2
4
4

6（5）

7（4）
24（2）

2

14
2

48
10
2

5（2）
8
22

20（1）
10
8

27（1）
43
26
110
8
8
17
3
5
1
2

17（1）
3
4
14
3

54（4）
566（21）

1 1

12 16 13
34 40 42
2 4 4

明石高校過去3年間の進路実績
【 私 立 大 学 】

【 公 立 大 学 】

【 他の国 公 立 学 校 】

数字は合格総数、（ ）内は既卒生の合格数
令和6年3月27日現在

こ
の
３
年
間･･･
そ
し
て
今

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で

　
　

　
　
　
　
　

76
回
生
学
年
主
任

　
　

塩 

谷　

裕 
司

　

２
０
２
４
年
３
月
１
日
金
曜
日
、
第
76

回
生
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
３
０
９
名
が

本
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
３
年
は

振
り
返
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
、
時
の
流

れ
の
早
さ
に
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

自
彊
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
様
々

な
場
面
で
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
に

関
わ
る
制
限
と
学
校
生
活
と
に
ど
う
折
り

合
い
を
つ
け
る
の
か
が
入
学
当
初
か
ら
の

大
き
な
課
題
で
し
た
。
入
学
後
す
ぐ
の
大

蔵
海
岸
Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
完
全
に｢

三
密
に
抵
触

｣

）
の
代
替
案
を
考
え
る
際
、
学
年
団
の

先
生
方
と｢

ど
ん
な
状
況
に
お
か
れ
て
も
、

そ
れ
を
楽
し
も
う
と
で
き
る
人
を
ひ
と
り

で
も
多
く
増
や
し
た
い｣

｢

そ
の
た
め
に
は

ま
ず
我
々
が
楽
し
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
重

要｣

と
共
通
認
識
を
持
ち
ま
し
た
。
も
と

も
と
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
76
回
生
諸
君

の
多
く
が
持
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
彼
ら
は
常
に
明
る
く
元
気
に
前
向
き

な
気
持
ち
で
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
ん

と
う
に
嬉
し
か
っ
た
し
心
強
か
っ
た
で
す
。

２
年
間
続
い
た
特
別
Ｖ
ｅ
ｒ
の
明
高
祭
や

体
育
大
会
、
秋
に
２
泊
３
日
で
鎌
倉･

富

士
山
方
面
へ
出
掛
け
た
修
学
旅
行
は
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
で
あ
っ
た
が
故
に
心
に
残
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
す
べ
て
の
制

限
解
除
さ
れ
た
最
後
の
一
年
に
は
、｢

当
た

り
前
の
あ
り
が
た
さ｣

を
し
み
じ
み
と
感

じ
ま
し
た
。

  ｢

ひ
と
り
ひ
と
り
、
自
分
が
し
た
い
こ
と

が
で
き
る
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
進
路
先
へ｣

を
学
年
団
の
、
彼
ら
に
は｢

自
分
の
ベ
ス

ト
を
尽
く
そ
う
！｣

を
合
言
葉
に
、
２
年

生
修
学
旅
行
明
け
あ
た
り
か
ら
本
格
的
な

進
路
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。
進
路
実
現
は
、
ま
さ
し
く
生
徒
と

我
々
教
員
と
の
共
同
作
業
で
す
。
そ
れ
は

こ
れ
ま
で
の
時
間
の
中
で
積
み
重
ね
て
き

た
人
間
関
係
が
試
さ
れ
る
場
で
も
あ
る
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
て
本

年
度
の
進
路
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

就
職
は
４
名
で
、
す
べ
て
民
間
就
職
で

し
た
。
進
学
と
の
間
で
揺
れ
動
く
中
、
担

任
と
の
複
数
回
に
わ
た
る
面
談
で
考
え
を

整
理
し
、
自
ら
決
断
し
て
見
事
に
採
用
を

勝
ち
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
国
公
立
四
年

制
大
学
は
浪
人
１
名
を
含
む
45
名
の
合
格

（
進
学
は
40
名
）、
私
立
四
年
制
大
学
は
浪

人
21
名
を
含
む
５
６
６
名
の
合
格
（
進
学

は
２
１
３
名
）、
専
門
学
校
は
42
名
の
合
格

（
進
学
は
37
名
）、
大
学
校
は
１
名
、
そ
し

て
捲
土
重
来
を
期
し
来
春
の
入
試
に
向
か

う
10
名
と
い
う
内
訳
で
す
。
国
公
立
大
学

合
格
者
の
う
ち
、
神
戸
大
学
を
含
む
15
名

が
総
合
型･

学
校
推
薦
型
に
よ
る
合
格
で

す
。
高
校
時
代
の
活
動
、
小
論
文
、
志
望

理
由
書
な
ど｢

生
徒
の
こ
れ
ま
で｣

が
問

わ
れ
る
入
試
方
式
で
、
か
つ
面
接
で｢

人

物
そ
の
も
の｣

も
み
ら
れ
ま
す
。
私
は
本

校
転
勤
後
５
年
間
、
担
任
や
学
年
主
任
と

し
て
生
徒
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
校

生
徒
は
、
こ
れ
ま
で
勤
務
し
た
他
校
生
徒

と
比
し
た
時
、
概
し
て｢

明
る
く
穏
や
か

で
素
朴･

素
直
な
高
校
生
ら
し
い
高
校
生｣

と
い
う
特
質
を
強
く
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
特
質
を
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
の
が
こ
の
総
合
型･

学
校

推
薦
型
入
試
で
は
な
い
か
、
本
校
生
徒
諸

君
は
こ
の
入
試
方
式
に
こ
そ
強
み
を
発
揮

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

  

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
76
回
生
も
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
き
ま
し
た
。

か
つ
て
の
自
分
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

大
き
な
ワ
ク
ワ
ク
感
と
そ
の
裏
に
そ
れ
以

上
の
不
安
や
戸
惑
い
を
抱
え
つ
つ
の
生
活

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
が
居
場
所
を
移

す
と
き
、
必
ず
そ
こ
に
は
理
由
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば
誰
か
に
出
逢

う
た
め
に
、
例
え
ば
何
か
を
す
る
た
め
に

･･･

。
し
か
し
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
そ

の
場
所
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
た
人
だ
け
が
、

そ
の
場
所
を
動
い
て
か
ら
し
か
（
事
後
的

に
し
か
）
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
状
況

に
お
か
れ
て
も
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で
し
ま

お
う
と
で
き
る
彼
ら
な
ら
き
っ
と
大
丈
夫

だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
彊
会
の
皆

様
に
は
新
会
員
と
な
り
ま
し
た
76
回
生
に

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
明
高
!!

’24
年
４
月　

進　

路　

結　

果
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自
分
の
課
題
を
乗
り
越
え

　
　

世
界
を
広
げ
に
行
こ
う

現
顧
問　

田
中　

良
紀

　

明
石
高
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

で
音
楽
部
は
、
明
石
高
校
の
た
め
に
作
曲

さ
れ
た
吹
奏
楽
作
品
『
ほ
の
ぼ
の
と
～
明

石
海
峡
の
夜
明
け
に
～
』
を
披
露
し
ま
し

た
。
こ
の
曲
は
兵
庫
教
育
大
学
名
誉
教
授

で
作
曲
家
の
保
科
洋
（
ひ
ろ
し
）
先
生
に

よ
り
明
石
高
校
校
歌
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
、

明
石
の
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
曲
と
し
て

書
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
２
０
２
１
年
４
月
に
明
石
高
校
に

赴
任
し
音
楽
部
の
顧
問
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
２
年
後
に
明
石
高
校
が
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
と
聞
き
ま
し
た
。
音
楽
部

は
明
石
高
校
の
中
で
も
最
も
古
い
歴
史
を

持
つ
部
活
動
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
そ
し

て
吹
奏
楽
の
世
界
で
は
現
役
・
Ｏ
Ｂ
共
に

輝
か
し
い
実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
私

自
身
も
明
石
出
身
で
吹
奏
楽
に
親
し
ん
だ

一
人
で
あ
り
、
明
石
の
吹
奏
楽
を
語
る
上

で
明
石
高
校
の
存
在
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
明
石
高

校
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

音
楽
部
と
し
て
も
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
夏
。
本
校
で
時
間
講
師
を
し

て
お
ら
れ
た
吉
田
眞
司
先
生
（
高
21
回
）

を
通
じ
て
同
窓
会
へ
「
明
石
高
校
の
た
め

の
曲
を
プ
ロ
の
作
曲
家
に
依
頼
し
て
は
ど

う
か
」
と
い
う
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
窓
会
か
ら
も
ぜ

ひ
進
め
る
よ
う
に
と
い
う
お
返
事
で
し
た
。

　

次
は
誰
に
依
頼
す
る
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
私
の
中
で
は
「
保
科
洋
先

生
以
外
考
え
ら
れ
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
先
生
は
こ
こ
数
年
の
う
ち

に
２
度
も
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
ご
病
気

に
遭
遇
さ
れ
、
ま
た
年
齢
の
こ
と
も
あ
り

仕
事
を
減
ら
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
で
受
け
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う

か
が
心
配
で
し
た
。
そ
こ
で
、
保
科
先
生

が
主
催
す
る
吹
奏
楽
団「
ア
ル
ビ
レ
オ 

ウ
ィ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
代
表
を
務
め
て

お
ら
れ
る
桑
原
孝
雄
氏
（
高
22
回
）
を
介

し
て
お
願
い
し
、
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
科
先
生
の
作
曲
方
法
は
基
本
的
に
自

由
に
発
想
し
、
既
成
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら

わ
れ
ず
に
進
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
今
回

は
「
使
う
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
…
」
と
い
う
前
提
で
明
石
高
校
校
歌
の

楽
譜
の
提
供
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
、

保
科
先
生
は
兵
庫
教
育
大
学
で
明
石
の
吹

奏
楽
関
係
の
何
人
か
の
先
生
方
を
教
え
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
明
石
へ
は
吹
奏
楽
指

導
や
釣
り
に
何
度
も
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
ゆ
か
り
の
中
か
ら
『
ほ
の
ぼ

の
と
～
明
石
海
峡
の
夜
明
け
に
～
』
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

構
成
は
「
明
石
高
校
校
歌
」
を
モ
テ
ィ
ー

フ
と
し
、
穏
や
か
な
明
石
の
情
景
と
高
校

生
の
躍
動
感
、
秘
め
た
情
熱
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
す
。
こ
の
曲
は
明
石
高
校
の
み

な
ら
ず
広
く
演
奏
さ
れ
て
ほ
し
い
で
す
し
、

音
楽
部
と
し
て
も
機
会
が
あ
る
ご
と
に
演

奏
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『after

コ
ロ
ナ
の
部
活
動
』

　

２
０
２
０
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ほ
と
ん

ど
の
活
動
が
中
止
と
な
っ
た
。
２
０
２
１

年
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
対
策
を
実
施
し
な

が
ら
再
開
で
き
た
行
事
も
あ
れ
ば
中
止
と

な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
２
０
２
２
年
、

よ
う
や
く
日
常
の
行
事
が
戻
っ
て
き
た
。

２
０
２
３
年
、「after 

コ
ロ
ナ
」
の
掛
け

声
の
も
と
、
表
面
上
は
元
通
り
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
従
来
か
ら
叫

ば
れ
て
い
た
「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
と

し
て
の
部
活
動
の
時
間
短
縮
、
平
日
・
休

日
の
活
動
日
数
制
限
な
ど
が
実
現
し
た
。

　

具
体
的
に
は
１
日
の
部
活
動
は
３
時
間

程
度
。
平
日
・
休
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で

１
日
は
「
ノ
ー
部
活
動
」
と
す
る
も
の
で
、

従
来
の
よ
う
に
「
で
き
る
ま
で
」「
無
制
限

に
」
部
活
動
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ

た
。
今
ま
で
以
上
に
考
え
、
効
率
的
な
練

習
が
必
要
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
経
験
者

が
一
定
数
い
る
高
校
の
部
活
動
で
は
あ
る

程
度
可
能
だ
が
、
基
本
的
に
初
心
者
ば
か

り
の
中
学
校
で
は
と
て
も
難
し
い
。
そ
の

よ
う
な
状
態
の
中
で
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
文

化
祭
な
ど
の
行
事
を
こ
な
し
て
い
く
わ
け

で
、
個
人
が
丁
寧
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行

い
、
そ
の
上
で
音
楽
を
楽
し
み
、
学
ぶ
の

は
至
難
の
業
で
あ
る
。

今 昔 物 語今 昔 物 語
vol. １音楽部
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以
前
か
ら
明
石
の
吹
奏
楽
は
中
学
校
と

高
校
が
一
緒
に
、
Ｏ
Ｂ
や
ゆ
か
り
の
あ
る

音
楽
家
な
ど
か
ら
指
導
を
受
け
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
研
究
発
表
会
な
ど
を
通
じ
て
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
そ
れ
な
り
の
成
果

を
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
成
果
が
上
が
っ

た
結
果
、
明
石
の
吹
奏
楽
全
体
の
規
模
が

大
き
く
な
り
小
回
り
が
利
か
な
く
な
っ
た
。

多
く
の
行
事
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
日
々
の
活
動
が
行
事
に
追
わ
れ
る
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
コ
ロ
ナ
禍
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
練

習
時
間
の
短
縮
、
正
し
く
楽
器
を
奏
す
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
つ
け
る
余
裕
も
な
い

な
ど
明
石
の
吹
奏
楽
が
低
迷
気
味
な
原
因

の
一
端
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
な
く
な
っ
た

こ
と
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
行
事
を
取
捨

選
択
し
実
施
方
法
を
工
夫
す
る
き
か
っ
け

に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
時
間
が
で
き
て
し
ま
っ
た
当
初
は
戸
惑

い
も
あ
っ
た
が
、
活
動
時
間
も
制
限
さ
れ

従
来
通
り
の
こ
と
は
で
き
な
い
と
分
か
っ

た
今
は
部
活
動
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
っ

か
り
練
習
し
て
楽
器
を
好
き
に
な
る
。
好

き
な
楽
器
を
み
ん
な
で
一
緒
に
奏
で
て
音

楽
を
作
り
上
げ
る
。
丁
寧
に
作
り
上
げ
た

音
楽
を
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
聞
い
て
も
ら

う
。
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
て
。

　

我
々
は
コ
ン
ク
ー
ル
の
賞
な
ど
結
果
に

と
ら
わ
れ
が
ち
だ
。
そ
れ
以
上
に
大
切
な

の
は
、
本
番
に
向
け
て
の
活
動
が
充
実
し

て
い
た
か
。
自
分
の
課
題
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
た
か
で
あ
る
。
そ
の
中
で
一

歩
で
も
前
に
進
め
て
お
れ
ば
音
楽
部
と
し

て
極
上
の
活
動
だ
っ
た
と
い
え
る
。
楽
器

が
も
っ
と
う
ま
く
な
る
。
自
分
の
演
奏
を

客
観
的
に
聞
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

自
分
の
楽
器
で
い
ろ
い
ろ
表
現
を
工
夫
し

て
み
る
。
多
く
の
良
い
演
奏
を
聴
く
。
何

が
違
う
の
か
を
考
え
る
。
い
ろ
い
ろ
な
音

楽
の
勉
強
を
す
る
。
つ
ま
り
音
楽
と
い
う

好
き
な
も
の
を
通
し
て
自
分
自
身
を
表
現

し
、
そ
の
た
め
に
学
び
、
自
分
の
世
界
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
部
活
動
の
醍
醐
味
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

部 活 動部 活 動
応
援
歌
、
校
庭
行
進
曲

　
　
「
若
き
日
の
歓
び
」
を
指
揮
し
て

元
顧
問　

山　

本　

茂　

之

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
の
記
念
演

奏
の
部
に
お
い
て
、
明
石
高
校
応
援
歌
と

校
庭
行
進
曲
「
若
き
日
の
歓
び
」
を
僭
越

な
が
ら
指
揮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
生
、
旧
職
員
、
そ
し
て
音
楽
部
の
元

顧
問
と
し
て
、
大
変
光
栄
な
こ
と
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
折
し
も
会
場
に
は
応
援
歌

の
作
曲
者
で
あ
る
河
西
ま
り
子
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
し
、
先
輩
諸
氏
や
同

級
生
、
後
輩
や
現
役
の
高
校
生
の
皆
さ
ん

も
歌
っ
て
く
だ
さ
る
場
面
と
思
い
、
つ
い

会
場
の
方
を
向
い
て
指
揮
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

応
援
歌
と
校
庭
行
進
曲
は
、
こ
れ
ま
で

も
先
輩
か
ら
受
け
継
が
れ
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
演
奏
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
校

庭
行
進
曲
は
明
石
市
内
の
吹
奏
楽
部
員
は

み
ん
な
演
奏
で
き
、
国
体
の
行
進
曲
に
も

使
わ
れ
る
な
ど
広
く
全
国
に
知
ら
れ
た
曲

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
明
石
高
校
を
語
る
に

ふ
さ
わ
し
く
素
晴
ら
し
い
両
曲
が
永
久(

と

わ)

に
歌
い
継
が
れ
演
奏
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
音
楽
部
の
今
後
益
々
の
発

展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
５
年
度
を
振
り
返
っ
て

顧
問
　
佐
藤
　
宏
俊

　

令
和
５
年
４
月
に
行
わ
れ
た
東

播
総
体
に
お
い
て
、
男
子
は
個
人
戦

に
お
い
て
２
ペ
ア
が
県
総
体
出
場

を
決
め
、
団
体
戦
に
お
い
て
も
県
総

体
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
女
子
は
個

人
戦
に
お
い
て
１
ペ
ア
が
県
総
体

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
６
月
に
お

こ
な
わ
れ
た
県
総
体
で
は
男
子
は

１
ペ
ア
が
１
回
戦
を
勝
ち
進
み
ま

し
た
が
、
２
回
戦
で
敗
退
、
も
う

１
ペ
ア
は
惜
し
く
も
１
回
戦
で
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。
団
体
戦
に
お
い
て
は
、

１
回
戦
を
勝
ち
進
み
ま
し
た
が
、
２
回
戦

で
惜
し
く
も
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
女
子

は
個
人
戦
に
お
い
て
１
回
戦
を
勝
ち
進
み
、

２
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
県
総
体
で
引
退
し
、
男
子
は

18
名
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
１
名
の
計
19
名
、
女

子
は
６
名
で
、
１
・
２
年
生
の
新
チ
ー
ム
が

発
足
し
ま
し
た
。「
東
播
大
会
を
勝
ち
上

が
り
、
県
大
会
で
も
勝
ち
上
が
る
」
を
目

標
に
部
員
た
ち
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、

お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
練
習

に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
に
行
わ
れ
た
東
播
新
人
大
会
で
は
、

男
子
が
個
人
戦
で
１
ペ
ア
が
県
新
人
大
会

へ
、
団
体
戦
に
お
い
て
も
県
新
人
大
会
へ

の
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
女
子
は
残

念
な
が
ら
県
新
人
大
会
へ
の
出
場
権
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
・
11
月
に
お
こ
な
わ
れ

た
県
新
人
大
会
は
、
個
人
戦
は
１
回
戦
を

勝
ち
進
み
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で
惜
し
く

も
敗
退
、
団
体
戦
に
お
い
て
は
１
回
戦
で

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
県
大
会
を
勝
ち
進

む
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

新
人
戦
後
の
練
習
で
は
、
春
の
総
体
に

お
い
て
、
県
大
会
を
勝
ち
進
む
こ
と
を
目

標
に
部
員
が
よ
り
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
コ
ー

ト
に
立
つ
自
分
た
ち
で
試
合
を
作
り
、
試

合
展
開
を
考
え
て
プ
レ
ー
を
し
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
練
習
に
お
い
て
も
自
分
た

ち
で
必
要
な
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
に

キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
て
き
ま
し
た
。
個
人
競
技
で
は
あ
り

ま
す
が
、
チ
ー
ム
が
団
結
し
、
声
を
出
し

合
っ
て
、
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
部
活
動
を

引
退
し
た
後
で
も
必
ず
自
分
た
ち
の
人
生

に
お
い
て
必
ず
役
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
明
石
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
は
上
位
大
会
出
場
を
目
指
し
、
日
々
練

習
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

書
の
心
を
大
切
に

顧
問
　
山
田
　
耕
平

　

今
年
度
、
書
道
部
は
３
年
生
７

名
、
２
年
生
３
名
、
１
年
生
７
名
の

計
17
名
の
部
員
で
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
年
度
当
初
は
２
年
生
が
少
な

く
、
新
入
部
員
が
少
数
で
あ
れ
ば
部
の
活

動
に
大
き
な
支
障
が
出
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
ま
し
た
が
、
１
年
生
が
数
多
く
入
部
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
円
滑
に
部
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

部
の
活
動
は
、
原
則
と
し
て
毎
週
火
曜
日

と
金
曜
日
の
放
課
後
に
書
道
教
室
で
行
っ

て
い
ま
す
。
部
員
の
中
に
は
長
い
間
書
道

を
習
っ
て
き
た
生
徒
が
多
く
お
り
、
現
在

も
校
外
の
書
道
団
体
に
所
属
し
て
作
品
を

発
表
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
の
一

方
、
高
校
で
初
め
て
書
道
に
取
り
組
み
始

め
た
初
心
者
も
い
ま
す
。

時
に
は
書
道
の
佐
伯
先
生
、

遠
周
先
生
の
指
導
を
仰
ぎ

つ
つ
、
日
常
の
部
活
動
で

は
上
級
生
を
中
心
に
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
、
技
術
の

向
上
を
目
指
し
て
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

作
品
の
発
表
は
、
校
内

で
は
毎
年
の
明
高
祭
が
中

心
で
す
が
、
秋
に
開
催
さ

れ
る
兵
庫
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
も
出
品
し
た

り
、
各
種
の
展
覧
会
や
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
積
極
的
に
応
募
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
「
第
46
回
ふ
れ
あ
い

書
道
展
」
や
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
が

主
催
す
る
「
高
校
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
応
募
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
書
道
展
へ
の
出
品
や
、
高
野
山
主
催
の

「
弘
法
大
師
奉
賛
高
野
山
競
書
大
会
」
に
作

品
を
応
募
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

書
道
は
、
書
く
こ
と
で
文
字
の
美
し
さ

を
表
現
し
よ
う
と
す
る
造
形
芸
術
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
日
々
の
練
習
・
努
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
明
高
書
道
部

の
良
き
伝
統
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
部
員
一

人
一
人
が
書
の
心
を
大
切
に
、
優
れ
た
作

品
を
お
目
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

ソ フ ト テ ニ ス 部

書 道 部
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2024 年度同窓会役員
会　長

草川　雄二（高 11 回）

副会長
安藤　　勉（中 18 回）
加護谷榮章（高 ７ 回）
佐々木卓郎（高 18 回）
南谷　雄司（高 23 回）
福本　明彦（高 30 回）
鷺森　智美（高 38 回）

常任理事
長塩　知子（高 18 回）
藤丸　達美（高 21 回）
竹林　秀野（高 28 回）
毛笠千代乃（高 30 回）
北田　　硬（高 30 回）
吉田　信次（高 31 回）
矢本　康成（高 31 回）
堀田　健一（高 34 回）
川端　大造（高 38 回）

監　査
竹内　信六（高 13 回）
伊川美智子（高 16 回）

顧　問
北中　睦雄（校　　長）
清水　正孝（高 ３ 回）
浅田　弘子（高 ６ 回）
茨木　　智（高 ８ 回）
米澤　淑介（高 12 回）
三浦　　宏（高 14 回）
今村意一郎（高 16 回）
松本嘉代子（高 16 回）

学年理事
　安藤　　勉（中 18 回）
　　　　　　  （高 １ 回）
　　　　　　  （高 ２ 回）

桃尾　行男（高 ３ 回）
渕上　初美（高 ３ 回）
宇治原三貴（高 ３ 回）
黒田　克己（高 ４ 回）

　戎井　晧二（高 ５ 回）
　尾上てる予（高 ５ 回）

小野　淑子（高 ５ 回）
　　　　　  （高 ６ 回）
安藤　博美（高 ７ 回）
石井　清隆（高 ８ 回）
嶋﨑　晴夫（高 ８ 回）
堤　　　明（高 ９ 回）
小山　孝治（高 10 回）
藤原　　博（高 10 回）
松本　武城（高 11 回）
平野　武彦（高 12 回）
渡邊　正弘（高 13 回）
橘　　幸男（高 13 回）
寺田　三郎（高 14 回）
中本栄美子（高 14 回）
津野　弘子（高 15 回）
嘉藤　弘之（高 15 回）
岡本　建二（高 16 回）
奥田　　寛（高 17 回）
池田　康之（高 17 回）
佐々木卓郎（高 18 回）
岩澤　　武（高 19 回）
井上　利夫（高 19 回）
川井　功一（高 19 回）
茨木千佐子（高 19 回）
村松　克行（高 20 回）
藤丸　達美（高 21 回）
池内　　満（高 22 回）
吉岡　　保（高 23 回）
田中　雅子（高 23 回）
鶴岡　昌代（高 23 回）
河合　昭彦（高 24 回）
河合　　嘉（高 24 回）
瀬川勝太郎（高 25 回）
柏木　喜義（高 25 回）
熊谷　典子（高 25 回）
谷　　千寿（高 25 回）
上山　　宏（高 26 回）
永井　邦治（高 27 回）
八木　雅史（高 27 回）
藤本　英子（高 28 回）
木下佳代子（高 28 回）
小椋　利雄（高 29 回）
前田　　豊（高 29 回）
福本　明彦（高 30 回）
髙橋　秀徳（高 30 回）
内橋美世子（高 30 回）
吉田　信次（高 31 回）

三木　翔理（高 32 回）
宮脇　　貢（高 32 回）
長野　雅三（高 33 回）
松本　和三（高 33 回）
荒牧　和美（高 33 回）
酒田　　智（高 33 回）
磯上美智子（高 33 回）
堀田　健一（高 34 回）
田方　宏幸（高 34 回）
内尾　英嗣（高 35 回）
石下　景教（高 36 回）
伊原　　洋（高 37 回）
宮本　淳子（高 37 回）
黒木　明弘（高 38 回）
西川　昌宏（高 38 回）
廣中　芳範（高 39 回）
北山　力也（高 40 回）
梅田　光一（高 41 回）
谷口　正晃（高 42 回）
高雄　正臣（高 43 回）
稲葉　　展（高 44 回）
本田　　学（高 45 回）
水野あつ子（高 45 回）
藪内　健吾（高 46 回）
西山　　武（高 47 回）
澤田　雅文（高 48 回）

（高 49 回）
（高 50 回）

芝　　純司（高 51 回）
木村功太郎（高 52 回）
小島　一朗（高 53 回）

（高 54 回）
橋本　真彰（高 55 回）
村中　　裕（高 56 回）
西角　千尋（高 57 回）
山本　芳行（高 58 回）
佐藤　　匠（高 59 回）
竹内　裕貴（高 60 回）
和田　亮磨（高 61 回）
西山　直幸（高 62 回）
中下　将太（高 63 回）
小柴　智弘（高 64 回）
櫻井　拳人（高 65 回）
山内　圭哉（高 66 回）
星野　優輝（高 67 回）
平田茉有香（高 67 回）
松村みなみ（高 68 回）

　山澤　勇登（高 68 回）
　前山　颯太（高 69 回）
　豊田　萌夏（高 69 回）
　西岡　美裕（高 70 回）
　木戸健太郎（高 70 回）
　津崎　直暉（高 71 回）
　工藤　優綺（高 71 回）
　前山　颯唯（高 72 回）
　有原　夢乃（高 72 回）
　吉川　大和（高 73 回）
　上月　彩未（高 73 回）
　服部　直弥（高 74 回）
　竹本　　澪（高 74 回）
　安岡　圭祐（高 75 回）
　吉岡さやな（高 75 回）
　黒木　佳乃（高 76 回）
　池田　真冬（高 76 回）

兵庫県庁支部
　福山　雅章（高 38 回）

神戸市役所支部

明石市役所支部
　
淡路支部

東京自彊会
　佐々木知子（高 25 回）

美術科支部
　鷺森　智美（高 38 回）

事務局
　吉田　眞司（高 21 回）
　寺口　吉行（高 34 回）
　上田　修平（高 56 回）
　荒田真友子（高 60 回）
　筏　信一郎（高 64 回）
　松原　史弥（高 65 回）

本部役員及び監査は理
事会の承認をいただき
ました。

①転居されたときには新住所をお知らせ下さい。
②お亡くなりになった方の連絡については、 間違い防止のため、 ご逝去の年月日を必ずお知らせ下さい。 
③学年全体の同窓会を開催される場合、 支援金をお渡ししますので、 代表の方は事務局へご連絡をお願

いします。
④事務局が常駐でないため、 電話が繋がらないことも多いと思います。 留守番電話にお名前と電話番号

のメッセージを入れて下さい。後日事務局よりお電話致します。
⑤同窓会運営の基礎となる年会費の納入に、 ご協力をお願いします。

事　務　局　よ　り　お　願　い



２０２３年度　決算報告　　（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日）

合　　　　計　　　　　　　　　　　　14,200,000　　　12,540,486　　△1,659,514

１　一般会計
　（収入の部）
　１　２０２２年度繰越金
　２　２０２３年度会費納入金
　３　財政調整基金より
　４　雑収入（ご寄付、銀行利息等）

予算額
2,545,576
7,140,000
4,500,000

14,424

決算額
2,545,576
6,891,000
3,000,000

103,910

（単位：円）
増　減

　　　0
△249,000

△1,500,000
89,486

合　　　　計　　　　　　　　　　　　14,200,000　　　11,844,814　　△2,355,186

　（支出の部）
　１　会議費
　２　事業費
　３　事務費
　４　１００周年積立金
　５　予備費

予算額
470,000

9,940,000
3,380,000

400,000
10,000

決算額
401,214

7,942,465
3,101,135

400,000
　　　0

（単位：円）
増　減

△68,786
△1,997,535

△278,865
0

△１0,000

合　　　　計　　　　　　　　　　　　3,417,957　　　　3,417,957

２　基　　金

　①　財政調整基金
　　　　２０２２年度繰越金
　　　　在校生納入
　　　　一般会計へ繰出
　　　　次年度繰越金

（収入の部）

618,957
2,799,000

（単位：円）
(支出の部）

3,000,000
417,957

合　　　　計　　　　　　　　　　　　　1,000,000　　　　1,000,000

　②　100周年記念事業特別基金
　　　　２０２２年度繰越金
　　　　２０２３年度積立金
　　　　100周年事業会計へ繰出
　　　　次年度繰越金

600,000
400,000

1,000 ,000
0

収入合計 12,540,486円－支出合計 11,844,814円＝収支差額 695,672円（次年度繰越）

３　100周年記念事業ご寄附総額　　　　　　　　　　　　39,169 ,493円

４　監査報告

２０２３年度の決算について、会計帳簿および関係書類を監査照合した結果、適正に処理されていることを
確認しましたので報告いたします。
　　令和6年4月6日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査　　　竹内　信六　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査　　　伊川美智子　印

２０２３年度　事業報告　（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日）

　　第１回本部役員会
　　会報第３１号第３回編集委員会
　　第１回理事会
　　会報第３１号第４回編集委員会
　　100周年記念行事（親善野球試合）
　　会報第３１号発行
　　第２回本部役員会
　　２０２３年度総会（会場：母校探究ルーム）
　　100周年記念行事（記念観望会）
　　第３回本部役員会
　　第２回理事会
　　第４回本部役員会
　　100周年記念行事（記念式典他）

　　第５回本部役員会
　　自彊セミナー「全統プレテスト」　（３年生）
　　100周年記念行事（記念美術展・関西）
　　第３回理事会
　　第６回本部役員会
　　100周年記念行事（記念美術展・関東）
　　第７６回生同窓会入会式
　　第４回理事会
　　会報第３２号第１回編集委員会
　　第７４回生「二十歳の集い」
　　100周年実行委員会（最終回）
　　100周年記念行事（記念お茶会）
　　会報第３２号第２回編集委員会

月 日

4

5
6

7

8
9

8
8
22
22
7
10
10
8
28
29
19
12
30

10
11

2

3

28
18・19
22～26

25
17

28～3
29
9
9
20
27
27
27

内　　　　容 月 日 内　　　　容

第 32号2024 年 6月 10日 自彊会だより

（22）



第 32号 2024 年 6月 10日自彊会だより

（23）
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松
本
ヤ
ス
先
生
を
偲
ぶ

佐　

伯　

敏　

裕
（
旧
職
員
・
高
24
回
）

　

松
本
ヤ
ス
先
生
は
明
高
の
２
回
生
、
24
回
生
の

私
か
ら
す
る
と
大
先
輩
に
あ
た
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
私
に
と
っ
て
は
書
道
の
師
匠
、
松
本

良
信
先
生
の
奥
様
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

私
は
明
高
在
校
中
か
ら
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
優
に
半
世
紀
以
上
も
の
間
、
親

の
よ
う
に
暖
か
く
厚
い
心
で
公
私
に
わ
た
り
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
時
代
は
東
京
で
生
活
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
春
夏
冬
の
休
み
に
は
早
々
に
帰
省
し
て

は
書
道
の
御
指
導
を
仰
ぎ
に
頻
繁
に
先
生
の
お
宅

へ
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
休
み
が
明

け
て
東
京
へ
戻
る
前
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
ヤ
ス
先
生
に
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
に
連
れ
て

行
っ
て
い
た
だ
き
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
今
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

卒
業
後
、
地
元
の
高
校
に
就
職
し
て
か
ら
は
週

に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
良
信
先
生
の
御
自
宅
へ
通
う

こ
と
に
な
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ヤ
ス
先
生
に

も
色
々
と
ご
面
倒
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
ま
た
私

の
初
任
校
の
明
商
、
次
に
勤
め
た
明
北
で
は
、
ヤ

ス
先
生
は
産
休
先
生
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
の
英
語

の
先
生
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
偶
然
に
も
私
と
隣
り

合
わ
せ
の
席
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ヤ

ス
先
生
は
御
自
宅
に
あ
っ
て
は
良
信
先
生
が
書
道

の
大
家
で
あ
ら
れ
た
の
で
、
何
十
人
も
の
門
弟
の

お
世
話
、
３
人
の
御
子
息
の
お
世
話
、
実
母
大
山

ラ
ク
先
生
の
お
世
話
、
そ
れ
に
ご
趣
味
の
短
歌
の

会
、
駐
日
ボ
リ
ビ
ア
領
事
を
介
し
て
の
日
本
童
謡

の
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
々
、
家
の
中
で
も
外
で

も
心
を
込
め
て
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
日
々
多
忙
で
あ
り
な
が
ら
、
ヤ
ス
先
生
は

ど
ん
な
場
面
で
も
生
き
生
き
と
輝
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

自
彊
会
に
あ
っ
て
も
お
若
い
頃
か
ら
要
職
に
就

か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
創
立
80
周
年
の
と
き
は

会
長
と
し
て
立
派
に
堂
々
と
そ
の
任
を
果
た
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
、
私
は
80
周
年
記
念
誌
の
制
作

を
、
と
り
わ
け
国
語
の
木
下
淳
一
先
生
に
無
理
を

言
っ
て
毎
晩
遅
く
ま
で
付
き
合
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
耳
に
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う

か
、
記
念
誌
の
作
業
が
ほ
ぼ
片
付
い
た
頃
に
２
人

を
連
れ
て
明
石
と
三
宮
の
高
級
店
で
労
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

派
手
な
表
舞
台
を
立
派
に
こ
な
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
家
庭
に
あ
っ
て
も
い
い
奥
様
で
あ
り
、
い

い
お
母
様
で
あ
り
ま
し
た
。
亡
く
な
る
一
週
間
前

の
消
印
で
葉
書
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、

「
明
高
１
０
０
周
年
も
出
れ
そ
う
に
な
く
、
誠
に

心
の
こ
り
で
す
」
と
あ
り
ま
し
た
。
１
０
０
周
年

の
記
念
誌
に
は
玉
稿
を
頂
戴
し
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ス
先
生
か
ら
受
け
た
ご
恩
と
暖
か
い
お
心
を
い

つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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編　

集　

後　

記

　

昨
年
５
月
の
中
京
大
中
京
高
校
と
の
「
記
念

野
球
大
会
」
を
皮
切
り
に
、９
月
の
記
念
式
典
・

祝
賀
会
、
記
念
美
術
展
に
至
る
目
白
押
し
の
イ

ベ
ン
ト
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
本
号
。
コ
ロ
ナ
で
開

催
が
控
え
ら
れ
て
い
た
学
年
同
窓
会
も
１
０
０

周
年
を
機
に
12
学
年
で
開
催
さ
れ
、
お
陰
で
こ

れ
だ
け
の
ニ
ュ
ー
ス
を
24
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る

の
は
大
変
で
し
た
。
で
も
久
し
ぶ
り
の
同
級
生

と
の
集
い
！　

楽
し
い
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
ま

す
。

　

巻
頭
に
あ
る
関
係
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、

明
高
の
「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
！
」
の
意
気
込

み
が
伝
わ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
卓
）

安　

尾　

克　

己

高
校
20
伊　

藤　
　
　

清

樫　

原　

大　

敬

久　

礼　

敏　

孝

児　

玉　

敏　

孝

妹　

尾　

卓　

雄

田　

中　
　
　

実

寺　

岡　

貞　

子

松　

野　

泰　

幸

松　

本　

憲　

一

森　
　
　

博　

史

高
校
21
金　

岡　

正　

博

北　

村　

信　

夫

耳　

塚　

峰　

子

穀　

内　
　
　

隆

中　

根　

一　

博

三　

輪　

純　

子

法　

兼　

美
千
代

高
校
22
井　

筒　

俊　

克

大　

谷　

光　

治

大　

野　

隆　

啓

樽　

井　

賢　

治

丸　

上　

善　

久

宮　

野　
　
　

隆

山　

下　

高　

志

高
校
23
柏　

木　

文　

人

加　

藤　

久　

志

熊　

原　

正　

起

大　

泉　

真
知
子

中　

村　
　
　

洋

根　

古　

和　

雄

橋　

本　

安　

正

林　
　
　

秀　

行

松　

浦　

直　

隆

高
校
24
奥　
　
　

厚　

子

小　

鷹　

靖　

雄

河　

月　

喜
美
代

高
校
25
川　

井　

淳　

子

橘　
　
　

敏　

夫

堀　

口　

雅　

江

向　

井　

正　

勝

森　
　
　

和　

代

山　

市　
　
　

毅

高
校
26
木　

田　

基　

子

岡　

本　

輝　

雄

来　

村　

清　

史

長
谷
川　

惠　

一

畑　

地　

福　

子

松　

下　

周　

生

橋　

本　

幸　

美

岡　

田　

真
理
子

高
校
27
金　

田　

由
起
子

高
校
28
駒　

口　

友　

章

松　

尾　

圭　

造

和　

田　

直　

樹

和　

田　

規　

秀

高
校
30
伊　

藤　

邦　

一

魚　

住　

俊　

文

野　

口　

雅　

好

浜　

崎　

正　

一

高
校
31
高　

木　

久　

恵

森　

川　
　
　

晃

高
校
32
久
保
田　

典　

子

高
校
33
土　

井　

貴
志
子

諸　

岡　

宏　

和

高
校
35
柏　

木　

良　

久

清　

水　

正　

寛

正　

井　

洋　

二

高
校
36
賢　

見　

和　

子

尾　

住　

ゆ
か
り

林　
　
　

順　

一

高
校
38
小　

林　
　
　

毅

高
校
39
竹　

田　

明　

代

高
校
42
吉　

本　

恵　

子

高
校
43
西　

岡　

稔　

之

村　

田　

弘　

樹

高
校
45
秋　

本　

謙　

介

大　

谷　

浩　

一

高
校
46
吉　

田　

朋　

弘

高
校
47
杉　

本　

直　

希

高
校
48
城　

戸　

雅　

代

高
校
54
小　

橋　

雅　

史

福　

島　
　
　

円

高
校
56
吉　

田　

智　

亮

高
校
58
島　

田　

怜　

奈

中　

村　

俊　

三

東　

田　
　
　

豊

松　

谷　

早　

苗

菅　

野　
　
　

澄

三　

宅　

輝　

幸

植　

本　

芳　

子

高
校
７

池　

上　

孝　

治

石　

山　
　
　

明

井　

田　

明　

義

滝　

本　

敏　

子

榎　

本　

昭　

彦

山　

口　

十
久
子

岡　

田　

充　

子

奥　

野　

隆　

三

栗　

西　
　
　

智

金　

光　

正　

弘

青　

木　

芳　

子

木　

下　

克　

也

岸　

田　

多
栄
子

上　

原　

義　

子

池　

田　

貞　

子

伊　

藤　

雅　

子

中　

西　

浩　

子

福　

山　
　
　

徹

藤　

原　

良　

生

松　

原　

壽　

一

三　

浦　

善　

次

三　

前　

勝　

信

吉　

井　
　
　

澄

高
校
８

井　

上　

博　

計

川　

江　

徹　

也

小　

林　

光　

一

武　

田　
　
　

泰

谷　

口　

正　

美

玉　

田　
　
　

弘

中　

野　

幸　

英

中　

野　

陽　

充

長　

尾　

好　

修

永　

岡　

昇　

司

西　

村　

徹　

夫

萩　

野　

正　

明

茨　

木　

美
智
子

藤　

原　
　
　

忠

柳　

生　

誠　

一

渡　

邉　

博　

正

高
校
９

石　

賀　
　
　

亮

岡　

﨑　

節　

子

小　

谷　

清　

二

坂　

手　

淳　

子

須　

藤　

揚　

子

今　

井　

衛　

国

藤　

井　

栄
美
子

長　

尾　

一　

恵

松　

本　

良　

英

中　

村　

育　

子

高
校
10
河　

合　

タ
マ
子

大　

川　

博　

也

大　

西　
　
　

有

大　

野　

光　

正

荻　

野　

興　

藏

木　

下　

カ
ヨ
子

北　

野　
　
　

斉

後　

藤　

貴　

仁

杉　

田　

侑　

司

橘　
　
　

純　

司

八　

木　

秀　

子

西　

村　
　
　

健

三　

浦　

邦　

弘

向　

井　

紀　

幸

三　

輪　

雅　

子

辻　
　
　

稔　

子

高
校
11
秋　

定　

道　

夫

五
百
藏　

静　

雄

稲　

井　

雅　

子

大　

西　

靖　

彦

木　

村　
　
　

純

都　

築　

正　

彦

中　

嶋　

璋　

文

中　

西　

伸　

頼

橋　

本　
　
　

哲

尾　

崎　

道　

子

前　

中　

良　

弘

松　

崎　

光　

司

森　

川　

弘　

一

森　

本　

桂　

三

木　

梨　

加
代
子

高
校
12
塩　

岡　

久
満
子

違　

口　

拓　

司

廣　

富　

悦　

子

井　

上　

吉　

平

荻　

野　

知　

子

嘉　

村　

健　

彦

福　

本　

勝　

代

野　

畑　

孝　

子

黒　

住　

雅　

昭

小　

林　

利　

雄

花　

房　

由
利
子

多　

田　

圭　

佑

冨　

田　

勝　

義

中　

谷　

敏　

久

中　

野　

利　

明

中　

部　

洋　

一

福　

安　

充　

雄

高
校
13
今　

井　

淳　

子

萩　

森　

倫　

代

甲　

谷　

勝　

英

神　

田　

清　

彦

久　

禮　

邦　

彦

谷　

岡　

敏　

子

谷　

本　
　
　

舜

中　

井　

正　

人

藤　

波　
　
　

彰

松　

本　

直　

彦

𠮷　

尾　

裕　

子

高
校
14
一　

川　

禮　

子

馬　

田　

孝　

次

小　

鴨　

立　

郎

岩　

本　

協　

子

柴　

谷　

英　

明

関　

弥　

辰　

子

田　

口　

克　

己

伊　

藤　

孝　

子

西　

田　

博　

之

萩　

原　
　
　

豪

鎌　

苅　

清　

美

尾　

崎　

優　

子

柳　

川　

隆　

司

吉　

村　

良　

雄

高
校
15
馬　

田　

美
那
子

橘　

田　

秀　

俊

高
校
16
天　

野　

敏　

明

井　

上　

敬　

之

岸　

本　

良　

雄

杉　

岡　

康
次
郎

松　

本　
　
　

隆

吉　

本　

勝　

利

高
校
17
池　

内　

照　

義

柏　

木　

道　

夫

苅　

野　

次　

信

秋　

定　

麗　

子

国　

森　

清　

司

竹　

厚　
　
　

勲

中　

西　

昂　

壱

仲　

田　

京　

子

早　

川　

雅　

夫

松　

本　

三
喜
男

三　

村　

秀　

治

高
校
18
大　

熊　

忠　

男

島　

田　

妙　

子

佐　

藤　

繁　

良

島　

田　

正　

雄

尾　

野　

ふ
み
子

玉　

木　
　
　

強

福　

本　

哲　

夫

吉　

岡　

高　

司

高
校
19
吉　

川　

万
理
子

市　

村　

隆　

幸

岩　

谷　

恒　

生

粕　

谷　
　
　

治

清　

水　

美
代
子

平　
　
　
　
　

渡

中　

山　

和　

夫

藤　

坂　

修　

三

山　

田　

正　

人

高
校
４

青　

木　

康　

明

村　

田　

楊　

子

井　

上　

俊　

良

伊　

庭　

春　

作

浮　

須　

栄　

治

杉
之
原　

丈　

一

高　

原　

照　

男

高　

原　

信
三
郎

谷　

口　

光　

枝

辻　

本　

輝　

雄

堤　
　
　

禎　

章

中　

井　

平　

八

中　

谷　

和　

己

長
谷
部　

弘　

子

田　

畑　

久　

子

堀　
　
　
　
　

晋

冨　

士　

貞　

子

松　

下　

末　

雄

萩　

原　

和　

子

森　
　
　

和　

彦

吉　

本　

茂　

樹

有　

吉　

清　

子

米　

山　

道　

宏

脇　

谷　

信　

夫

高
校
５

有　

本　
　
　

勇

岩　

本　

武　

之

立　

花　

早
和
子

金　

治　

富　

能

髙　

井　

路　

子

田　

中　
　
　

修

津
々
木　
　
　

茂

浜　

口　

臣　

邦

藤　

本　
　
　

護

松　

岡　
　
　

昭

石　

山　

直　

子

高
校
６

大　

西　

寿　

生

田　

畑　

美
代
子

久　

保　

昌　

子

竹　

田　
　
　

裕

稲　

岡　

美
智
枝

　

同
窓
会
会
員
名
簿

の
改
訂
を
７
年
ぶ
り

に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
関
係
で
例
年

に
比
べ
多
く
の
方
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明

い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
連
絡
を
頂
き
ま

し
た
方
に
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
謹
ん
で
故

人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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